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資料１

旭　　区

令和４年　第１回

区づくり推進横浜市会議員会議資料

令和 ４ 年 度 予 算（案）

令和４年２月４日

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ
あさひくん

～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～
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新型コロナウイルス感染症対策を十分に行った上で、事業を実施していきます 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響により事業内容が変更になる可能性もあります 



令和４年度 旭区予算案について 

～子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと旭」の実現～ 

旭区では、生活の基盤となる安全・安心なまちづくり、地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまちづく

り、地域での様々なチャレンジへの支援、そして自然豊かな環境、文化的・歴史的な財産など、旭区のさらなる

魅力の発信を通じて、「住み続けたい」、「住んでみたい」、「選ばれ続ける『ふるさと旭』」の実現を目指し

ます。さらに、事業を推進するにあたっては、「ＳＤＧｓ」の視点を踏まえ、様々なパートナーとの連携を促進

し、複合的な課題の解決に取り組み、「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」の郊外部モデル構築を目指します。 

【個性ある区づくり推進費（自主企画事業費）】 合計：１０５，１３６千円 

１ 安全・安心

 ２５，０１７千円 

 町の防災組織（自治会町内会等）の防災力を一層強化し、「共助」の取組を推進します。防災・防犯・交

通安全対策を推進し、安全・安心なまちづくりを進めます。また、身近な地域での見守り・支え合い、つな

がりづくりを推進します。 

《主な事業》災害に強い区づくり事業、地域安全安心普及推進事業、交通安全対策事業 

２ 地域の力

５３，８８８千円 

 様々なパートナー連携を促進し、複合的な課題解決を目指すとともに、地域で広がる様々なチャレンジや

スタートアップの支援を通じ、地域活力の創出へつなげます。また、多様性を認め合い、困ったときには声

を上げ、支え合える環境づくりを推進します。 

《主な事業》地域課題の解決に向けた市民協働推進事業、市民活動支援（みなくる）事業、子育て・若者支援事業 

３ 魅力づくり

  １５，８６３千円 

 水・緑・花に身近に親しめる環境や旭区ゆかりの武将畠山重忠公をはじめとした文化的・歴史的な財産な

どの魅力を発信します。また、転入・定住促進に向けた魅力づくりを推進します。 

《主な事業》あさひ魅力発見事業、水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業（国際園芸博覧会へ 

向けた機運醸成） 

＜区役所の機能強化＞

１０，３６８千円 

 ＩＣＴ環境整備など区民の視点に立った行政サービスを着実に推進していきます。 

《主な事業》チーム旭で進める満足度向上事業、区民に身近で信頼される区役所事業 
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（単位：千円）

令和４年度
予算（案）

令和３年度
予算

増▲減 増▲減率

827,032 829,119 ▲ 2,087 ▲ 0.3%

自主企画事業費 105,136 103,871 1,265 1.2%

統合事務事業費 49,986 51,168 ▲ 1,182 ▲ 2.3%

統合事務費 26,186 26,675 ▲ 489 ▲ 1.8%

統合事業費
（各種委員の任命・委嘱にに関する経費など）

23,800 24,493 ▲ 693 ▲ 2.8%

671,910 674,080 ▲ 2,170 ▲ 0.3%

（単位：千円）

令和４年度
予算（案）

令和３年度
予算

増▲減 増▲減率

9,000 1,000 8,000 800.0%

1,550 2,046 ▲ 496 ▲ 24.2%

令和４年度　旭区個性ある区づくり推進費予算（案）　総括表

※１区だけでは解決できない地域の課題解決に向け、所管局へ事業提案し、区と局が連携して実施する事業で
す。

※２市民局及び各所管局の財源を活用して実施します。
（１） 元気な地域づくり推進事業

元気な地域づくり推進事業費：市民局からの区配

旭区で企画する主な区配事業※２

その他の事業費

区　　分

個性ある区づくり推進費

区庁舎・区民利用施設管理費

区　　分

（１）自主企画事業費（個性ある区づくり推進費）
地域の身近な課題やニーズに、迅速かつ、きめ細やかに対応するための事業費で、区が独自に企画し、区自らが執行する事
業費です。

（２）統合事務事業費（個性ある区づくり推進費）
各課の運営に係る事務費（統合事務費）と、各種委員の任命・委嘱などに関する経費（統合事業費）（自主企画事業費から分
離された事業）です。

（３）区庁舎・区民利用施設管理費（個性ある区づくり推進費）
区庁舎をはじめとした、公会堂、地区センターなどの区民利用施設の管理運営に係る経費です。

区局連携促進事業※１
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（単位：千円）

4年度予算(案) 3年度予算 増▲減 課　　名

1 災害に強い区づくり事業 12,182 11,369 813
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

2 地域安全安心普及推進事業 4,219 4,281 ▲ 62 地域振興課

3 交通安全対策事業 6,512 5,569 943 地域振興課

4 ＤＶ対策事業 914 927 ▲ 13 こども家庭支援課

5 安全で安心な食と生活環境支援事業 1,190 1,371 ▲ 181 生活衛生課

1 地域課題の解決に向けた市民協働推進事業 8,106 3,800 4,306
区政推進課
地域振興課

2 自治会町内会活動支援事業 3,757 3,811 ▲ 54 地域振興課

3 旭ふれあい区民まつり 3,300 3,300 0 地域振興課

4 「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業 1,251 960 291 地域振興課

5 街の美化運動事業 518 540 ▲ 22 地域振興課

６ 区民スポーツ事業 3,370 3,371 ▲ 1 地域振興課

７ 文化芸術による心の豊かさ推進事業 5,784 5,792 ▲ 8 地域振興課

８ 市民活動支援（みなくる）事業 1,363 1,363 0 地域振興課

９ 読書活動推進事業 329 300 29 地域振興課

10 青少年健全育成事業 551 564 ▲ 13 地域振興課

11 子育て支援情報提供事業 4,044 4,309 ▲ 265 こども家庭支援課

12 子育て・若者支援事業 3,686 3,520 166 こども家庭支援課

13 保育所地域子育て支援事業 5,806 5,839 ▲ 33 こども家庭支援課

14 地域福祉保健計画事業 1,688 3,216 ▲ 1,528 福祉保健課

15 地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業 3,682 3,203 479 福祉保健課

16 健康生活支援事業 2,668 2,783 ▲ 115 福祉保健課

17 認知症をみんなでささえるまちづくり事業 1,365 1,308 57 高齢・障害支援課

18 高齢者生きがいづくり支援事業 856 865 ▲ 9 高齢・障害支援課

19 障害者ネットワーク推進事業 1,764 2,326 ▲ 562 高齢・障害支援課

1 あさひ魅力発見事業 4,792 2,566 2,226
区政推進課
地域振興課

2 旭区広報事業 2,779 3,035 ▲ 256 区政推進課

3 希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 2,760 3,100 ▲ 340 区政推進課

4 商店街振興事業 300 300 0 地域振興課

5 旭区の「農」の魅力ＰＲ事業 526 722 ▲ 196 地域振興課

６ 水･緑･花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業（国際園芸博覧会へ向けた機運醸成） 4,706 5,827 ▲ 1,121
区政推進課
地域振興課

１ チーム旭で進める満足度向上事業 662 700 ▲ 38 総務課

2 一時託児サービス事業 963 974 ▲ 11 総務課

3 区民に身近で信頼される区役所事業 8,743 9,960 ▲ 1,217 総務課

105,136 101,871 3,265

事 業 別 一 覧 表

Ⅲ　魅力づくり

事業名

Ⅰ　安全・安心

Ⅱ　地域の力

Ⅳ　区役所の機能強化

自
　
　
 

主
　
 

　
企
　
 

　
画
　
 

　
事
　
 

　
業

※3年度予算額については、整理再編した「SDGs未来都市の実現に向けた大規模団地再生事業」を含めると、合計103,871千円
になります。

合　計

3



（単位：千円）

4年度予算(案) 3年度予算 増▲減 課　　名

26,186 26,675 ▲ 489 総務課

1 広報よこはま　あさひ区版発行事業 9,143 9,477 ▲ 334 区政推進課

2 広聴・相談事業 2,005 2,057 ▲ 52 区政推進課

3 クリーンタウン横浜事業 1,510 1,518 ▲ 8 地域振興課

4 消費生活推進事業 735 785 ▲ 50 地域振興課

5 緊急時情報システム運用事業 880 880 0 総務課

6 スポーツ推進委員支援費 2,278 4,705 ▲ 2,427 地域振興課

7 青少年指導員事業 5,239 3,061 2,178 地域振興課

8 学校・家庭・地域連携事業 1,830 1,830 0 こども家庭支援課

9 健康づくり月間 180 180 0 福祉保健課

合　計 49,986 51,168 ▲ 1,182

4年度予算(案) 3年度予算 増▲減 課　　名

671,910 674,080 ▲ 2,170
総務課

地域振興課
土木事務所

4年度予算(案) 3年度予算 増▲減 課　　名

1 郊外部における働く場の創出事業 5,000 1,000 4,000 区政推進課

2 旧若葉台西中学校の本格活用検討事業 4,000 0 4,000 区政推進課

9,000 1,000 8,000

4年度予算(案) 3年度予算 増▲減 課　　名

1,550 2,046 ▲ 496 区政推進課

※４年度予算の見込額は、原則として3年12月末現在のものになります。

事業名

Ⅷ
　
旭
区
で
企
画
す
る

主
な
区
配
事
業

Ⅴ
　
統
合
事
務
事
業
費

(

2

)

 
統
合
事
業
費

事業名

事業名

Ⅶ
　
区
局
連
携
事
業

合　計

元気な地域づくり推進事業

事業名

Ⅵ　区庁舎・区民利用施設管理費

(1)　統合事務費
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Ⅰ　安全・安心

１　　防災訓練事業（総務課）【1,347千円】

・地区連合が主催する防災訓練の支援（６月～11月頃）

・４年度から、地域防災拠点の防災力向上と資機材の適正管理を目的と

して、地域防災拠点運営委員に対する資機材取扱講習会を実施

（６月～３月頃）

２　　防災活動事業（総務課）【8,448千円】

・４年度から、自治会町内会を対象とした

「ご近助マニュアル研修会（仮称）」を実施（年６回）

・ハザードマップ更新に伴い、研修や訓練を通じて各種ハザードマップの

広報を実施

３　　防災講演会（総務課）【289千円】

・主に区民を対象とし、防災意識の向上及び最新防災情報の提供のため、

集合開催で実施するほか、動画をホームページに掲載（３月）

４　災害ボランティア連絡会補助事業（総務課）【150千円】

・災害ボランティア連絡会の活動に対する補助金の交付（７月）

５　帷子川改修事業未完了区間カメラ管理事業（総務課）【810千円】

・河川改修途中の帷子川流域設置のWEB監視カメラ（１か所）の維持管理

（設置箇所：帷子川・大栗橋付近）

・地域防災力向上事業（総務局）

地域防災力向上のため、区地域防災拠点運営委員会連絡協議

会に対する防災訓練等の経費補助や、町の防災組織に対する

自主防災活動の経費補助を行います。

・区の「災害に強い人・地域」をつくる取組に対する予算配付(総務局)

区民の自助・共助を啓発する取組、町の防災組織や学校など

が行う防災・減災行動を支援する取組に対し予算配付します。

事 業 概 要
　地域防災関係諸団体の自主防災力の向上及び区役所の災害対応力の向上を目的に、防
災活動団体への各種支援、区が独自に発信する情報受伝達の円滑、迅速な体制維持及び
区民の防災意識の向上を図ります。

実 施 内 容

Ⅰ-１
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

12,182 千円 11,369 千円 813 千円

関連する主
な区配事業

拡充災害に強い区づくり事業

拡

拡

拡
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６　 災害時医療事業（福祉保健課）【647千円】

・災害時に区内の地域防災拠点を巡回し、主に軽症者の応急医療に当たる

　医療救護隊の巡回診療用資器材を、区内参集拠点６か所に整備します。

・区内医療関係団体、災害拠点病院、その他関係機関等による連絡会議を

　開催するほか（年１回）、通信訓練等の各種訓練を実施します。

７　 福祉避難所開設・運営支援事業（高齢・障害支援課）【491千円】

・福祉避難所連絡会開催（２回）

・初動対応訓練及び開設・運営訓練への支援

・福祉避難所に関する区民向け広報啓発

・福祉避難所の災害対応力向上にむけたコーディネーター派遣【新規】

（マニュアル作成支援や訓練内容検討など、年４回×３施設派遣を実施）

高齢者や障害者等の自力避難が困難な方々(災害時要援護者)

の安否確認や避難支援等が円滑に行われるよう、日頃から

の地域の自主的な支え合いの取組を支援します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・地区連合、地域防災拠点防災訓練、資機材取扱講習会の実施　93回
・「旭区ご近助マニュアル研修会（仮称）」の実施　　　　　　６回
・災害時医療のぼり旗掲出訓練の実施　　　　　　　　　　　　１回
・災害時医療関係施設開設状況報告訓練の実施　　　　　　　　１回
・福祉避難所連絡会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　２回

Ⅰ-１
総務課

福祉保健課
高齢・障害支援課

実 施 内 容

関連する主
な区配事業

・災害時要援護者支援事業（健康福祉局）

【担当：高齢・障害支援課、福祉保健課】

拡充災害に強い区づくり事業

拡
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１　地域防犯推進事業　【3,309千円】

・あさひ安全安心フェアの実施（９/30　旭公会堂）

・旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金の交付

（防犯活動費に対し１／２補助　上限あり）

連合自治会町内会（上限）50,000円

自治会町内会　　（上限）20,000円

・振り込め詐欺対策電話機等購入費補助金の交付

（機器購入費に対し３／４補助　上限あり）

・地域防犯活動支援事業（市民局）

地域の防犯活動に対する支援を行うため、啓発用の物品

の製作・配布を行います。

・防犯灯維持管理事業（市民局）

自治会町内会所有の防犯灯維持管理のため、維持管理に

かかる費用を補助します。

２　こども安全安心事業【910千円】

・こども110番の家・車事業（110番の家実行委員会への補助金を交付）

・区内小学校の新入生に防犯ブザーを配布（約2,100個）

製作：２月、配布：４月

・新入学児童へランドセルカバー配布（交通安全対策事業）【再掲】

Ⅰ-２ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

4,219 千円 4,281 千円 ▲62 千円

地域安全安心普及推進事業 

関連する
主な区配

事業

事 業 達 成
指標・目標

事 業 概 要

　防犯・防災・交通安全が一体となった安全・安心意識啓発事業を行うととも
に、自主防犯活動団体への支援を行い、「自らのまちは自ら守る」意識を高
め、安全で安心なまちづくりを推進する地域防犯推進事業を行います。また、
子どもたちの安全確保のため、区内各所に子ども110番の家・車を指定し、新小
学１年生への防犯ブザー配布により、犯罪予防に活用するこども安全安心事業
を行います。

実 施 内 容

・まちぐるみ地域防犯推進事業助成金交付団体
連合・単会あわせて50団体以上／255団体

・子ども110番の家　1,500軒以上

関連する
主な区配
事業

(功労者表彰 防災・防犯・交通安全・美化）

（振り込め詐欺対策用電話機）

この電話は振り込め詐

欺防止のため録音され

ます。

(交通安全ポスター表彰）
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１ 　地域交通安全対策事業【771千円】

・旭区交通安全シルバーリーダー連絡協議会代表者会議開催(年２回)

・旭区全体研修会開催(４月)

・交通安全キャンペーンへの参加

・シルバーリーダー養成研修会の実施（11月）

・スケアードストレイト方式による交通安全教室の実施（９月～12月）

　（地域の要望に応え従来の高齢者向け１回に加え中高生向け１回開催）

２ 　スクールゾーン対策事業【5,374千円】

・対策協議会への助成

・対策協議会で要望が出された項目への対応

路面表示の新設、更新    

注意を喚起する標識（蛍光幕・固定バンド）の配布

・旭区内小学校の新入学児童へランドセルカバー配布

・新入学児童に防犯ブザーを配布（地域安全安心普及推進事業）【再掲】

・スクールゾーン電柱巻標識の更新

３　違法駐車追放等対策事業【367千円】

・違法駐車追放等地区協議会への助成

・自転車マナーアップ事業

駅周辺に自転車等放置防止監視員を配置し、駐輪場への誘導、

安全等適正利用への指導啓発を行います。

・スケアードストレイト方式による中高生向け交通安全教室

区内中学校・高校でプロのスタントマンが実際に起きた交通事

故の様子を再現することにより、交通事故の衝撃や怖さ、交通

ルールの必要性を実感してもらう交通安全教室を実施します。

Ⅰ-３ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

6,512 千円 5,569 千円

拡充交通安全対策事業

事 業 達 成
指標・目標

943 千円

事 業 概 要
　旭区内の交通安全意識の向上と交通事故防止を図るため、交通安全対策、ス
クールゾーン対策及び違法駐車追放対策を実施します。特に、中高生の自転車
事故の特徴を踏まえた交通安全対策に取り組みます。

実 施 内 容

・交通弱者（高齢者・子ども）に重点を置いた人身事故件数の減
・道路交通法改正の趣旨の周知による交通安全思想の普及

関連す
る主な
区配事
業（道
路局）

(スケアードストレイト方式による

交通安全教室）
(夏の交通事故防止運動）

(ランドセルカバー）

拡

拡
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ＤＶ対策事業【914千円】

・離婚や親権、財産など法律的問題の解決に向け、女性弁護士による法律

相談を実施（１回３人、月１回）

・ＤＶによる心的外傷ストレス（ＰＴＳＤ）等の心理的ケアのため、臨床

心理士による個別カウンセリングを実施（１回３人、月１回）

事 業 概 要
　女性弁護士によるＤＶ法律相談を月１回実施し、離婚や親権など法律的問題の
解決を図ります。また、臨床心理士による個別カウンセリングを月１回実施し、
心理的ケアを行うことで、ＤＶ被害女性の尊厳の回復や精神的自立に繋げます。

実 施 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・ＤＶ被害者に対し、法律的解決や心理的ケアなどの相談を行い、関係機関と
連携して自立につなげる。

Ⅰ-４ こども家庭支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

914 千円 927 千円 ▲13 千円

ＤＶ対策事業
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１　食の安全安心サポート事業【280千円】

・一般区民向けに感染症及び食中毒予防と手洗いの重要性を啓発

２   飼い主のいない猫対策事業【726千円】

・飼い主のいない猫の問題解決のために活動するボランティアの育成

・猫侵入防止機器の貸し出し

・ボランティアのTNR
＊
活動に対する支援

＊TNR：飼い主のいない猫の繁殖を抑え、これ以上増やさない

ことを目的に、捕獲(Trap)し、不妊去勢手術(Neuter)

し、元のテリトリーに戻す(Return)こと。

３　災害時ペット対策等啓発事業【54千円】

・啓発DVDや災害時ペット対策展示物を活用したペット同行避難

訓練の支援　（５拠点）

・狂犬病予防注射集合会場等での啓発チラシの配布（４月）

・ペットの飼い主へのマナー向上の啓発

４　ハチ駆除サポート事業【130千円】

・ハチ駆除講習会の実施（６月）

・ハチ駆除ボランティア連絡会の実施（６月～）

・高齢者等へのハチ駆除支援

事 業 達 成
指標・目標

▲181 千円

・HACCPの考え方に基づく衛生管理ができている店舗数（800店舗）
・TNR実施地域（町内会単位）（10地域）
・地域防災拠点における災害時ペット同行避難訓練（５拠点）
・ハチ駆除講習会（１回）
・ハチ駆除ボランティア連絡会（２回）

　安全で安心な食と生活環境づくりのため、新型コロナウイルス対策を踏まえ
た飲食店や食事ボランティア等への衛生対策啓発を行います。また、飼い主の
いない猫についてTNR活動を推進していきます。そのほか、災害時に備えたペッ
ト同行避難等の支援や飼い主への啓発を実施します。

・新しい生活様式やガイドラインに対応した店舗運営等の啓発

実 施 内 容

・新型コロナウイルス感染症・食中毒予防のための衛生講習会実施
（９月～11月）

・ボランティア食事サービスやイベント衛生講習会実施（６月～９月）

二酸化炭素計を用いた換気状況調査、ルミテスターの活用等

・小規模飲食店等にHACCPの考え方に基づく衛生管理導入支援

Ⅰ-５ 生活衛生課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,190 千円 1,371 千円

 安全で安心な食と生活環境支援事業
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Ⅱ　地域の力

１　 地域課題解決型パートナーシップ推進事業（区政推進課）【6,486千円】

住民だけでは対応が難しい課題の解決や魅力の向上などをテーマとし、

大規模団地再生モデル事業で得られた５年間の経験も生かしながら

SDGsの目標達成に繋がる多様な主体のパートナーシップを推進

・地域の魅力を向上にむけて、コミュニティカフェやシェアカフェなど

多世代の居場所を運営している団体や事業者と自治会等との連携を支援

・大学生入居事業の主体であるNPO法人の運営体制の強化を進める

「左近山団地における大学生による地域支援事業」

・公民連携に関する総合窓口SDGs若葉台フロントによる提案公募により

子育て世帯の流入促進などをテーマとした企業との連携を促進

・旭区SDGs特設サイトの活用などSDGsに関する情報発信や普及啓発

２　あさひのつながり応援補助金

（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【620千円】

・地域課題の解決に向けて、トライアルで事業を立ち上げようとする

地域活動団体に対し、補助金を交付

・活動の検討段階から伴走支援することで、気軽に地域活動を

スタートし、より身近な地域でつながりづくりや支え合いの取組が

　広がることを目指す。

・補助対象： ２人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が、

・補助金上限額：５万円（補助率：10分の９）

・交付見込み：12事業

３　  地域活動におけるICT活用支援【1,000千円】

・自治会町内会等の地域活動団体の組織機能強化に向け、ICT端末を活用

した地区連合自治会町内会等への各種通知発行や区連会定例会のオンラ

イン開催を試行し、コロナ禍における新たな情報提供手段を検討

・地区連合自治会町内会長へタブレット端末を貸与し、区役所との情報共有

等のツールとして活用

Ⅱ-１
区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

8,106 千円 3,800 千円

地域課題の解決に向けた市民協働推進事業 拡充

事 業 達 成
指標・目標

4,306 千円

事 業 概 要
　地域の課題解決やまちづくりに繋がる活動に対する立ち上げや充実化を支援
し、多様な主体の参画を促すことで、SDGｓの目標達成に繋がるパートナーシッ
プを推進します。

実 施 内 容

・地域の課題に取り組むパートナーの増

新規に取り組む事業

拡

新
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１　地域活動のつどい【176千円】

・旭区独自の制度として自治会町内会役員（５年以上・会長除く）を対象

に功労者を決定（地区連合自治会長からの推薦を受け受賞者を決定）

・毎年12月の区連会開催日に表彰式を実施し、受賞者に感謝状と

記念品を贈呈

２　自治会町内会長感謝会【1,116千円】

・自治会町内会長（５年以上）を対象に永年

在職者を表彰

・10年以上の会長は、市長表彰

・年度末の市長表彰式後に実施

３  自治会町内会への依頼物品配送【2,105千円】

・毎月開催される区連会で承認を受けた会議資料等を各自治会町内会に配送

４　加入促進のＰＲ【360千円】

・加入促進チラシ等による自治会町内会への加入促進

自治会町内会が行う公益的な事務・事業に要する経費の

一部を補助します。

自治会・町内会館の整備に関する費用の一部を補助

します。

事 業 達 成
指標・目標

▲54 千円

事 業 概 要
行政と地域住民を結ぶ基礎的な自主的任意組織である自治会町内会と行政との
円滑な連携の構築を図り、自治会町内会活動を区民に対しＰＲすることによ
り、活動の活性化や自治会町内会への加入促進を図ります。

実 施 内 容

・自治会町内会活動の活性化
・自治会町内会との円滑な連携関係の形成

関連する
主な区配

事業

・地域活動推進費（市民局）

・自治会町内会館整備費補助事業（市民局）

Ⅱ-２ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

3,757 千円 3,811 千円

自治会町内会活動支援事業

(加入促進チラシ）

(３年３月10日 旭区自治会町内会長表彰式)

(未加入者向け加入促進グッズ)
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　　旭ふれあい区民まつり【3,300千円】

Ⅱ-３ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

3,300 千円 3,300 千円

旭ふれあい区民まつり

事 業 達 成
指標・目標

・来場者数　55,000人以上

(0) 千円

事 業 概 要
　旭ふれあい区民まつりの開催を通じ、区民や公益的団体の活動ＰＲの場
を提供し、区民とのふれあいや旭区の魅力の発信、ふるさと意識の高揚を
はかります。

実 施 内 容

・10月中下旬開催

・旭ふれあい区民まつり実行委員会に対し、補助金を交付

 場所：鎧の渡し緑道、鶴ヶ峰公園、鶴ヶ峰商店街協同組合駐車
場、旭区役所、旭公会堂等

　内容：ステージイベント、他都市物産展、模擬店コーナー、
健康フェア、団体ＰＲコーナー、体験コーナー、
フリーマーケット、リサイクルフェア、ミニ商店街、
屋外ステージ、あさひくんコーナー等

過去のステージ発表

ミニ商店街
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１　貸出事業【220千円】

・「あさひくん」の着ぐるみや画像の貸出を実施

・着ぐるみ修繕及びクリーニングを実施

２　  普及啓発事業【1,031千円】

・「あさひくん」を区内外に広めるための啓発を実施

・新規イラスト作成を支援

【参考】３年度の事業状況

Ⅱ-４ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,251 千円 960 千円

拡充「あさひくん」でつながる旭区の元気推進事業

事 業 達 成
指標・目標

291 千円

事 業 概 要

　旭区マスコットキャラクター「あさひくん」を通じ、旭区と区民のつながり
を深めるとともに地域の活性化、旭区の魅力の再発見につなげるため、着ぐる
みなどの貸出及び啓発を行います。また、「あさひくん」を区内外に広め、旭
区への関心の高まりに寄与するため情報発信を行います。

実 施 内 容

・「あさひくん」を活用した普及啓発
　（広報よこはま旭区版へのあさひくん4コマ漫画掲載）　年５回
・貸出　年間80件（画像　60件、着ぐるみ　20件）

・ホームページ等での情報発信　・啓発物品等の作成、配布

・広報よこはま旭区版にあさひくん４コマ漫画を掲載：年５回

・新たな啓発の手法として、ARアプリを使用したあさひくんイラストの

　デジタルフォトスポットを検討・導入

AR使用イメージ

広報よこはま旭区版へ掲載

「あさひくん４コマ漫画」

新規イラスト「重忠あさ

ひくん」を作成。

あさひ魅力発見事業の重

忠関連施策でも活用中

啓発物品「あさひくん

マスコット」の作成・

配布

拡

14



１　街の美化清掃【136千円】

・街の美化推進功労者表彰

あさひ安全・安心フェアにおいて、町の美化活動に寄与した個人・団体

を表彰（９月）

・鶴ヶ峰（鶴ヶ峰駅～旭区役所）地区周辺を各月１回地元、町内会、商店街、

区役所職員が協働で早朝清掃を実施

２　不法投棄防止対策事業【328千円】

・

・

地区においてパトロールを実施（１月～３月）

・

３　土壌混合法普及啓発事業【54千円】

・区役所・公共施設・イベント等で講習会（展示会）を開催するほか、

要望に応じて出張講習会も開催（年16回）

・花いっぱい事業【3,305千円】

(水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業）

・クリーンタウン横浜事業【1,510千円】

・ヨコハマ３Ｒ夢広報啓発事業（資源循環局）

・落書き防止活動支援事業（市民局）

落書き対策のため、消去用物品の貸出を実施

Ⅱ-５ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

518 千円 540 千円

街の美化運動事業

関連事業

関連する主
な区配事業

３Ｒ夢啓発のため、広報活動及び啓発物品の配布を実施

事 業 達 成
指標・目標

▲22 千円

事 業 概 要
　区民・事業者・行政が協働して、地域清掃活動や不法投棄防止対策を実施
し、清潔できれいな街づくりを推進します。また、土壌混合法の普及啓発を実
施します。

実 施 内 容

・地域と協働した清掃活動の実施　12回

不法投棄防止看板やポイ捨て・歩きたばこ防止シールの作製及び配布

夜間（21:00～5:00）に不法投棄されないよう、不法投棄の連絡が多い

不法投棄警報装置維持・管理

警報装置により、夜間の不法投棄者に対して警告を実施
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１  旭区民スポーツ祭事業【2,617千円】

・旭区民スポーツ祭実行委員会に事業補助金を交付

・連合地区対抗であさひボッチャ等、10種目を競う旭区独自の総合ス

ポーツ競技大会（第41回）

・各地区で予選を行い（地区大会）、地区代表チームで区大会を開催

・６月～11月の期間に区内各地で区内の小学生から高齢者までを対象

に実施

・スポーツ祭参加の「楽しさ」を共有し、

地域のつながりを生むことや無観客での

実施も想定し、公開用の記録映像を制作

２　スポーツ協会事業【400千円】　

・旭区スポーツ協会（13部により構成）に

補助金を交付し、活動を支援

・各種競技会の企画・運営・実施

・審判・指導者研修会やスポーツ教室を実施

３　旭区大なわとび大会事業【353千円】

・旭区大なわとび大会実行委員会に事業補助金を交付

・各地区で予選を行い、１月下旬に旭スポーツセンターにて大会開催

・予選は区内各地で９月～12月の期間で区内の小学生等を対象に実施

事 業 達 成
指標・目標

▲1 千円

スポーツを通じて、区民の体力向上・健康維持、青少年の健全育成及び地域の
連携を促すとともに、人や地域のつながりを密接にし、地域の活性化を図りま
す。各種事業はスポーツ推進委員を中心に、地域や旭区スポーツ協会などの関
係団体と連携して運営される、地域に定着したイベントです。

・旭区民スポーツ祭参加者総数　 10,500人
・大なわとび大会参加者総数　　 1,400人

実 施 内 容

Ⅱ-６ 地域振興課 

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

3,370 千円 3,371 千円

区民スポーツ事業 

(「旭区民スポーツ祭」の様子)

(「旭区大なわとび大会」の様子)
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１　文化芸術活動支援事業　【2,014千円】

旭区内で実施される文化芸術イベントを支援

・対象事業を公募し、審査を経て支援対象となった事業へ、補助金交付、

広報支援等を実施

・新たな賑わいと文化の創出のため、新規団体向け支援を実施

・支援団体からの要望に応じ、新たな発表の場づくりを支援

２　横浜旭ジャズまつり支援事業　【2,000千円】

・実行委員会議へ参加し、企画・運営支援、補助金交付等を実施

・第31回　４年７月31日（日）開催予定

第30回　来場者数約1,600人　　出演者数約400人

３　旭区文化振興会事業　【1,770千円】

・４年度で41回目を迎える旭区民文化祭を実施（11事業実施予定）

事 業 概 要
　旭区民に身近な文化芸術環境の提供と心豊かな区民生活の実現を図るため、
適切な感染症対策を行い、文化芸術活動支援事業、横浜旭ジャズまつり支援事
業及び旭区文化振興会事業を実施します。

事 業 達 成
指標・目標

旭区を代表する夏の恒例音楽イベント。
自然に囲まれた会場で上質な音楽を聴きながら、他では味わえない野外フェスを実
施。プロミュージシャンのほか、オーディションを勝ち抜いたアマチュアバンドが出
演。

実 施 内 容

・文化事業総来場者数　20,000人

Ⅱ-７  地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

5,784 千円 5,792 千円 ▲8 千円

文化芸術による心の豊かさ推進事業

第30回横浜旭ジャズまつりの様⼦
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１　市民活動支援センター事業【631千円】

・市民活動・生涯学習に係る相談や機材の貸出し、研修室等の提供

・区民利用施設職員研修会の実施（年３回程度）

・みなくるだよりの発行（年４回）

２　人材発掘・育成・支援に関する事業【732千円】

・自主企画講座の実施

ミドル向け講座（６月）インターネット活用講座（７月）など

・活動団体・者の支援

みなくるミニ講座（８月）アドバイザー研修会（12月）

インターネット活用講座の様子 ギャラリーコーナー

Ⅱ-８ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,363 千円 1,363 千円

市民活動支援（みなくる）事業

事 業 達 成
指標・目標

(0) 千円

事 業 概 要

　区民の自主的な市民活動・生涯学習を支援するため、旭区市民活動支援セン
ター「みなくる」は、地域に根ざした運営を目指し、区民の様々な要望に応え
ながら、活動拠点としての役割を果たしていきます。
　また、活動団体支援のほか、新たな地域の担い手発掘を目指した講座・イベ
ントの展開やセンター機能の強化を図ります。

実 施 内 容

・アンケート等による各自主事業参加者満足度80％以上

市民活動・生涯学習に係る相談や機材の貸出し、作業コーナー提供や各種資料
配架など、市民活動支援の拠点として地域に根づいた取組みを展開します。
また、ホームページでの情報発信や地域課題の共有や解決を目指した施設間
ネットワーク構築及び認知度向上を目指します。

新たに何かを始めたい人向けの支援やインターネット活用など時節に応じた自
主企画講座を実施します。併せて、登録団体及び人材バンク登録者の活動を支
援するため、研修会の開催やロッカー・展示スペースの貸出しを行います。
また、ボランティア活動推進に向けた支援を行います。

区民利用施設職員研修会
（ZOOM会議）

関連する主な
区配事業

区版市民活動支援センター機能強化の取組み（市民局）
・コーディネート機能の強化を図るための研修を実施。
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１　ビブリオバトル事業【104千円】

中学生・高校生を中心に、幅広い層を対象として第２回ビブリオバトル

大会を開催し、区内の読書人口の裾野を広げていきます。（８月実施予定）

【ビブリオバトル大会】

「人を通して本を知る。本を通して

人を知る」をキャッチコピーとした、

本の紹介コミュニケーションゲーム。

２　読書講演会事業【55千円】

読書にちなんだ講演会や講座を実施することで、区民の読書活動に対し

啓発・支援を行います。

・旭区にゆかりのある人物による講演会

・絵本の読み聞かせに係る区民向け講座等の実施

３　読書活動推進事業【170千円】

元年度に改定した旭区読書活動推進目標に沿った事業を進めます。

・読書活動推進のためのパンフレット等の増刷

・絵本でふれあい読書活動推進ネットワークプロジェクト

区内市民利用施設に絵本を配本し、お話し会などの読み聞かせの推進、

乳幼児家庭の子育てを支援します。また、図書館・区内市民利用施設・

区役所が連携し、各施設の顔の見える関係作り、施設間の情報共有等

を通じた読書活動の推進を図ります。

Ⅱ-９ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

329 千円 300 千円

読書活動推進事業

事 業 達 成
指標・目標

29 千円

事 業 概 要
　区役所・図書館・学校・読書関連施設が連携し、幅広い世代の区民の読書活
動の推進を図ります。さらに、読書活動団体と協働し、イベント等を実施する
ことで読書に親しみ、読書を楽しむ機会を拡大します。

実 施 内 容

・ビブリオバトル　参加者数30人
・旭区読書活動推進目標の推進

第１回 旭区中学生ビブリオバトル大会の様子

（元年11月30日）
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１　青少年団体活動補助事業【243千円】

・旭区子ども会育成連絡協議会及び旭区ボーイスカウト・ガールスカウト

連絡会が実施する区内青少年の健全育成を図ることを目的として行う事

業に対し、補助金を交付

２　こども未来発見事業【308千円】

・小学生を対象に自然科学(理科)への興味・関心を高めるため、横浜市立

横浜サイエンスフロンティア高等学校と連携し「サイエンス教室」を開

催（５年１月）

・夏休みに小学生向け講座を開催（８月）

理科実験教室及びプログラミング教室

Ⅱ-10 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

551 千円 564 千円

青少年健全育成事業

事 業 達 成
指標・目標

▲13 千円

事 業 概 要
　青少年団体が行う青少年の健全育成を目的に実施する事業を支援します。ま
た、自然科学への関心を高めるため、小学生向けに科学体験イベントを実施し
ます。

実 施 内 容

・こども未来発見事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

旭区子ども会育成連絡協議会　育成者研修会の様子（３年６月開催）

サイエンス教室(星空観察、ミクロの世界）の様子（平成31年１月開催）
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１　子育て支援情報ＰＲ事業【1,053千円】

・旭区子育てガイドブック「とことこ」を作成し、こんにちは赤ちゃん訪問

や転入手続の際に配付

・母子健康手帳交付時から、成長の節目ごとに、こども家庭相談の周知用リ

ーフレットやグッズを配付

２　乳幼児健診における育児講座(のびのび広場事業)【2,123千円】

・ 乳幼児健診（４か月、１歳６か月、３歳児健診）の待ち時間を活用し、

食事や歯磨きなど発達に合せた講座を実施

・乳幼児健康診査事業（こども青少年局）

乳幼児の心身の発達状況を確認し、早期に適切な支援を行う

ため、区役所及び医療機関において健診を実施します。

３　タブレット利用情報提供【348千円】

・お客様のニーズに合った情報を提供するため、窓口や家庭訪問時にタブレ

ットを活用して、本市がインターネットで提供する最新の子育て情報等を

見ながら、きめ細かに案内

４　こんにちは赤ちゃん訪問記念品事業　【520千円】

・赤ちゃんの生まれた家庭をお祝いするために、こんにちは赤ちゃん訪問時

にあさひくんグッズやベビークーポン券をプレゼント

・こんにちは赤ちゃん訪問事業（こども青少年局）

地域の訪問員が生後４か月までの赤ちゃんのいる全家庭を

訪問し、子育てに関する情報提供などを行い、子育てを応

援します。

▲265 千円

事 業 概 要
　妊娠期からの「親育ち」や他者との繋がりのなかで安心して子育てができるよ
う、気軽に子育ての相談ができる窓口や地域における子育て資源の情報を様々な
方法で提供します。

関連する主
な区配事業

関連する主
な区配事業

・子育てガイドブック配付　5,000部
・こども家庭相談リーフレット配付　6,000枚
・乳幼児健診における育児講座　78回
・お客様へのニーズに合った情報の提供、案内
・こんにちは赤ちゃん訪問記念品、ベビークーポン配付　1,500個

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

実 施 内 容

Ⅱ-11 こども家庭支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

4,044 千円 4,309 千円

子育て支援情報提供事業
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１　妊娠期支援事業【294千円】

(1)妊娠・出産マイカレンダー（子育て世代包括支援センターモデル事業）

・妊娠から出産、産後がイメージできるよう妊娠・出産マイカレンダーを作

  成。妊娠届の面接時に配付、安心して出産・養育できるよう個別支援を実施

(2)両親（母親）教室、プレママ・パパ教室

・父親の積極的な育児参加を図るため、沐浴体験や育児講座等を行う両親教

  室を年４回土曜日に開催

・プレママ・パパ教室を旭区地域子育て支援拠点で開催

・母親（両親）教室(こども青少年局)　

妊娠期の生活、子育てに必要な知識や技術の習得及び地域の

仲間づくりを促進するために必要な支援を行います。

３年４月から、旭区での教室についてオンラインでの配信も

しています。

２　地域育児（赤ちゃん）教室【1,098千円】

・第１子の養育者を対象に、地域における仲間づくりの場の提供や子どもと

　の関わりなどを学習する教室を開催

３　 発達障害児等支援事業【743千円】

・発達障害児や先天性疾患の子どもを持つ養育者と支援者を対象に、子ども

　の視点に立った関わり方や親子関係の築き方について講座を開催

・自立支援協議会との協働により、発達支援事業所の案内パンフレットを作成

４　児童虐待予防事業　【726千円】

(1) 親エール事業

・子育てを応援するため、一番悩みの多い幼児期のコミュニケーションやし

　つけに関するリーフレットを作成・配付し、子育て世代の支援を実施

(2) 養育支援教室（アンダンテ）

・育児不安を抱える養育者を対象に、リラクゼーションのためのヨガやグル

　ープミ―ティングを行い育児不安の解消を図り、適切な育児ができるよう

　支援する教室を開催

(3) ベビーマッサージ教室

・強い育児不安など養育支援が必要な親子を対象に、ベビーマッサージを通

　して乳児早期から養育者と子どもの絆形成を支援する教室を開催

・ファミリーサポートクラス(こども青少年局)

育児不安を抱える保護者等を対象に、カウンセラー等を交え

てグループミーティングを実施し、育児不安の解消を図り、

療育支援を行います。

166 千円

事 業 概 要

　地域で楽しく安心して子育てができるよう、妊娠期から乳幼児・若者まで様々
な悩みや不安をしっかりと受け止め、地域で子育て支援者などと連携により、
個々のニーズに沿った支援を進めます。また、困難を抱える若者の社会参加しや
すい環境づくりにも取り組みます。

実 施 内 容

関連する主
な区配事業

関連する局
事業

Ⅱ-12 こども家庭支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

3,686 千円 3,520 千円

子育て・若者支援事業
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５　子育て支援連絡会【233千円】

・区民と関係機関・行政との協働により、安全に安心して子育てができる街

　づくりを目指し、地域の支援者の子育て支援力を高めるための講演会や支

　援者の学習会を子育て支援連絡会主催で開催

６　ひとり親家庭相談支援事業【496千円】

・ひとり親世帯を対象に、児童扶養手当現況届及び母子父子寡婦福祉資金貸

　付の申請受付時に、子どもの教育など家庭全般についての相談を相談員

　(社会福祉職)を配置して実施

７　困難を抱える若者支援事業【96千円】

・ひきこもり等の困難を抱える若者に対し、西部ユースプラザ、福祉施設や

　地域団体等と連携し、社会体験の機会を提供。若者が地域・ボランティア

　活動等への参加によって社会の中での人々とのコミュニケーションや役割

　を担うことを体験することで、将来的な社会参加や就労への意欲を醸成

ユースプラザの相談員が区役所において、ひきこもり等の

困難を抱える若者の専門相談を実施（月２回）

・ひきこもり等の若者支援セミナー・相談会

支援につながっていない若者や家族に対する相談のきっか

けづくりや、地域住民がひきこもり等の若者の理解を深め

ることを目的として、セミナー兼相談会を実施

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・両親(母親)教室　４回　120人　・地域育児教室　112回　2,000人
・発達障害児等支援事業　９回　100人　・ベビーマッサージ教室　８回  120人
・養育支援教室　12回　80人　・社会体験の機会の提供　延べ80回

Ⅱ-12 こども家庭支援課

・若者のための専門相談（こども青少年局）

実 施 内 容

関連する局
事業 （こども青少年局）

子育て・若者支援事業
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１　保育所を活用した養育支援強化事業 【3,091千円】

(1) 臨床心理士配置による養育支援事業

・保育所等に入所している養育支援が必要な児童等について、臨床心理士に

よる相談支援や研修を実施

(2) 保育士への全体研修事業

・児童虐待の専門家等による保育施設の保育士等を対象とした研修を実施

（年３回）

・保育所への臨床心理士派遣事業（こども青少年局）

市立保育所からの要請に応じ臨床心理士を派遣し、職員

に対して保護者対応や支援のあり方についての相談・助

言を行います。

２　保育のひろば事業 【784千円】

・区内の子育て支援施設が連携して遊びや食育、施設の紹介等を行う子育て

応援イベント「あさひ子育てマルシェ」を実施（10月実施、旭公会堂）

これまでの「あさひ子育て保育園ひろば」を幼稚園や地域子育て支援拠点

など、区内の子育て支援に係る施設等に連携を拡大。

・また、区内４エリアで「ミニ保育園ひろば」を実施

・区内保育・教育施設が作成した、施設紹介パネル等を区ホームページに掲載

Ⅱ-13 こども家庭支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

5,806 千円 5,839 千円 ▲33 千円

関連する局
事業

保育所地域子育て支援事業

事 業 概 要
　保育所が様々なニーズをもつ保護者を受け止め、支えながら、安心して地域で
子育てができる場となるよう、臨床心理士の配置による相談支援や地域との連
携、区内保育所連携強化に取り組みます。

実 施 内 容
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※以下の３から４の事業については市立保育所で実施

３　地域交流事業【1,387千円】

(1) 食育推進

家庭で子育てをしている保護者を対象に、離乳食や食事、おやつを手作り

することの大切さを伝える食育講座や園の給食を有料で提供するランチ交流

を実施

(2) 図書の貸出

地域の乳幼児がいる親子を対象に、絵本の貸し出しや家庭での読み聞かせ

の大切さや楽しさを伝える取組を実施

(3) 交流スペースの提供

園の施設の一部を地域に開放し、親子の交流や情報提供・相談等を行う親

子の居場所づくりを進める

(4) みんなのまちの保育園応援隊

地域の方が保育園でボランティア活動を行い、園児と触れ合い、遊びやも

のづくりの楽しさを伝え、子どもの成長につなげる活動を実施

４　保育園ネットワーク環境整備事業【554千円】

  保育園等にとって参加しやすいオンラインによる会議や研修を実施するこ

とで、さらに公立保育園と民間保育園等との連携・協力を推進し、保育の質

の向上や地域の子育て支援の充実を図る

市立保育所を中心とした保育資源ネットワークを構築し、

保育の質の向上と地域子育て支援の充実を図ります。

民間の保育施設等において地域の親子に向けたイベント

等を実施し、交流を通じた子育て支援を行います。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・臨床心理士による養育支援事業　保育士等対象の研修実施　３回
・保育のひろば事業 来場者数 900人
・交流スペースの提供　週５日
・みんなのまちの保育園応援隊　登録者数　55人

Ⅱ-13 こども家庭支援課

実 施 内 容

関連する主
な区配事業

・市立保育所を活用した保育資源ネットワーク（こども青少年局）

・認定こども園及び保育所地域子育て支援事業（こども青少年局）

保育所地域子育て支援事業
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「地域で支え合い安心して自分らしく暮らせるまち旭区」を目指し、区民・事

業者・行政・社会福祉協議会・地域ケアプラザ等が協働し、「第４期きらっと

あさひプラン」第４期旭区地域福祉保健計画の推進に取り組みます。

１　地域福祉保健計画推進・普及啓発事業【1,033千円】

(1) 地区別計画の円滑な推進のため、地区別支援チームや地域活動者を対

象に研修を実施

・地区別支援チーム新任研修の実施（２回／年）

　地域福祉保健計画の理解、地区別支援チームの意義・役割の理解

・全員研修（１回／年）

チーム運営や地区支援に活かすための情報共有

・きらっとあさひ地区連絡会（１回／年） 他

　地区活動者も含めた地区別計画推進に関する講義、意見交換等

(2) 地域福祉保健計画や地区活動について広く一般区民に知っていただけ

るよう普及啓発を強化　

・地域ケアプラザや関係団体と連携した啓発の実施

・地域で福祉活動に取り組む活動者を効果的に広報し、区民の地域参

加を促進

２　地域福祉保健推進会議（７月）【278千円】

・旭区の保健・医療・福祉等の関係団体等との連携強化を図るために開催

・地域福祉保健施策の総合的な推進のため、関係団体等から意見聴取、

情報交換

３　きらっとあさひ福祉大会（２月）【377千円】

・地域福祉保健計画推進の取組内容の紹介や、地域福祉保健活動の啓発

・社会福祉功労者（団体）への顕彰

・第４期区計画及び地区別計画の推進（区計画:１計画、地区別計画:19計画）

・きらっとあさひ福祉大会での地域福祉保健計画の取組の情報共有・発信事 業 達 成
指標・目標

▲1,528 千円

事 業 概 要

実 施 内 容

Ⅱ-14 福祉保健課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,688 千円 3,216 千円

地域福祉保健計画事業
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１　ジュニアボランティア体験事業～民生委員とともに～【2,227千円】

・区内小学５、６年生から募集したジュニアボランティアに、民生委員と

ともに各種福祉活動、赤い羽根共同募金活動、地域の行事等に参加して

もらい、地域福祉及びボランティアへの理解と関心を高めるとともに、

次世代に続く人材育成を図ります。

実施主体である旭区民生委員児童委員協議会に補助金を交付します。

【開始時期】平成12年度 【４年度参加予定者数】300人

【３年度まで累計参加者数】5,202人

（主なスケジュール）

・ジュニアボランティア就任式　８月、旭区民文化センター　サンハート

・各地区での活動（８月～12月）

・体験発表会の開催　12月、旭公会堂

・参加者全員の体験感想文集の発行（950部、３月）

・地区ごとに経験者を対象とした交流会を開催（３月まで）

２　民生委員活動支援事業【1,455千円】

・主任児童委員ＰＲイベント（あさひ・ゆかいなコンサート）

子育て中の保護者の交流、リフレッシュの場の提供、虐待防止、主任児童

委員のＰＲ等を目的とした、未就学児・保護者向けのコンサートを開催し

ます。実施主体の旭区主任児童委員連絡会に補助金を交付します。

（４年６月３日開催予定）

・民生委員制度普及啓発

地域住民の理解を深めるため、区民まつりへの参加やパネル展等の実施、

自治会町内会及び連合町内会へ普及啓発チラシ等を配布します。

地域の見守り活動等を行う民生委員・児童委員に対し、

活動費を支給します。

・ひとり暮らし高齢者等「地域で見守り」推進事業

（健康福祉局）

本市が保有する在宅で75歳以上のひとり暮らし高齢者等の

情報を民生委員、地域包括支援センターに提供し、訪問等

を通じて地域の見守り活動等につなげられるよう取り組み

ます。

事 業 達 成
指 標・ 目標

479 千円

事 業 概 要
ジュニアボランティア体験事業など、民生委員の活動を支援することにより、
地域のつながりづくりを推進します。また、活動内容や制度が地域住民に広く
理解されるよう普及啓発を行います。

・ジュニアボランティア参加者数 300人
・子育て世代が親子で楽しめる機会の提供 年１回

関連する
主な区配

事業

・民生委員・児童委員事業（健康福祉局）

実 施 内 容

Ⅱ-15 福祉保健課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

3,682 千円 3,203 千円

地域のつながりづくりに向けた民生委員の活動支援事業
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１　ウォーキング推進事業【106千円】

　・体力チェック及びウォーキングを普及できる地域の人材（アドバイザー）

　　と協力して啓発活動を推進

２　健康づくり環境整備【146千円】

　・運動習慣醸成のため健康アドバイス等を記載したプレートを講座等で活用

３　働き・子育て世代の健康応援事業【1,178千円】

　・健康づくり団体連絡会のメンバーと、「健康カレンダー」を作成

　・健康カレンダーを地域の子育て世代に対し配布。ホームページ等へその

　　データを掲載。

４　親子歯みがき教室【634千円】

　・９か月（上２本生え揃った頃）から14か月の乳幼児とその保護者を対象に

　　虫歯予防の講話、歯みがき実習、保護者のむし歯菌検査を実施（年12回）

５　歯周病予防教室【149千円】

　・成人・高齢者を対象に歯周病予防講話、歯みがき実習、舌体操を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月　２回実施）

６　禁煙推進・受動喫煙防止啓発推進事業【182千円】

　・保健活動推進員を中心に地区活動の中で実施

７　おにぎりあさひくんの人形劇、食育啓発事業【273千円】

　・乳幼児期や若年層をはじめ区民全般の朝食摂取を推進するため、

　　ヘルスメイトによる食育の普及啓発活動を実施

Ⅱ-16 福祉保健課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

2,668 千円 2,783 千円

健康生活支援事業

事 業 達 成
指標・目標

▲115 千円

事 業 概 要
　区民の健康維持増進と健康寿命延伸を目標に、運動・栄養・歯科など生活習
慣病の予防への取組みを推進します。特に20～40代の働き・子育て世代の健康
づくりを推進し、50年後も健康でいられる区民を一人でも多く増やします。

実 施 内 容

・ウォーキング等の運動習慣・啓発の実施
・地域の働き・子育て世代に対して健康カレンダーの配布
・感染対策を考慮した方法で生活習慣病予防、口腔衛生、食育の啓発を実施
・保健活動推進員と連携して禁煙に関する啓発を実施

関連する主
な区配事業

　市民の健康づくり推進事業（健康福祉局）

　乳幼児期から高齢期まで健康の維持推進事業を
展開します。特に子育て世代に禁煙・食育・運動
習慣醸成活動を行います。例）両親教室での受動
喫煙防止、体力測定、離乳食教室など
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１　地域活動の推進【260千円】

　２年度、平成23年から取り組んできた「認知症をみんなで支えるまち

づくり」に向けた事業の振り返りを行い、新たな取組み目標として

「啓発」「居場所」「連携」「若年認知症支援」を設定しました。

　地域支援連絡会で周知するとともに、事業化に向け、関係機関と連携し、

具体的な取組の検討を進めます。４年度は「居場所」について

重点的に取り組みます。

・認知症をみんなで支える地域支援連絡会の開催（７月）

構成員：警察、民生委員、社会福祉協議会、医師会、歯科医師会、

薬剤師会、ケアマネジャー、地域ケアプラザ、認知症の家族会、

医療機関、徘徊SOSネットワークシステム協賛店、発見協力機関等

・協賛店等、認知症の人の理解者を増やす取り組みを通じて、徘徊ＳＯＳ

ネットワークシステム活用の充実を図ります。

２　啓発活動の展開【1,105千円】

・啓発活動

認知症高齢者本人や介護者が集える場としての認知症カフェや

介護者のつどいを普及啓発するための講演会

「旭区介護者のつどい＆認知症カフェ一覧」リーフレットの改訂

・啓発アルツハイマーデー（９/21）にちなんだ啓発活動

・認知症支援事業（健康福祉局）

専門医により、簡易診断や家族指導、高齢者保健福祉相談

（もの忘れ相談）を実施します。

・もの忘れ検診事業（医療機関委託）

・地域で支える介護者支援事業（健康福祉局）

認知症への理解を促進する普及啓発事業を実施します。

コロナ禍による外出制限が続く中、高齢者の身体機能の低下や認知症の進
行、介護者の負担の増加が危惧されます。

コロナ禍の中、認知症の人や家族が安心して暮らせるよう、関係機関と連携
し、高齢者の孤立化を防ぐなど地域支援を進め、認知症に対する正しい知識・
理解の普及を促進します。

実 施 内 容

事 業 達 成
指標・目標

・地域支援連絡会　年１回開催
・認知症カフェ等の情報発信のための講演会の実施

事 業 概 要

関連する
主な区配
事業

Ⅱ-17 高齢・障害支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,365 千円 1,308 千円 57 千円

認知症をみんなでささえるまちづくり事業
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１ 　老人クラブ支援事業【808千円】

・旭区老人クラブ連合会と共催で各種研修会・講演会等の事業を実施

・講演会等についてオンラインでも視聴できるよう動画を作成

・「かがやきクラブ旭」の愛称ＰＲと会員数増の取組を推進

・共催事業　９回実施予定

【事業スケジュール】

２　友愛活動員支援事業【48千円】

・研修会等の開催により、友愛活動員の友愛活動を支援

事 業 達 成
指標・目標

・共催事業開催数　９回
・老人クラブ新規加入者数　900人
・オンライン視聴可能な動画の作成

10月 囲碁・将棋大会

12月 単位クラブ役員研修会

１月 会長研修会

２月
ことぶき大学

趣味の作品展

３月 いきいき活動慰安大会

事 業 概 要
　高齢者が住み慣れた地域で、健康で生きがいを見出した活動ができるよう、
老人クラブ・友愛活動への支援を行うことにより、地域高齢者福祉の推進を図
ります。

実 施 内 容

健康を進める運動講演会

輪投げ大会

７月 友愛活動員研修会

６月

Ⅱ-18 高齢・障害支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

856 千円 865 千円 ▲9 千円

高齢者生きがいづくり支援事業
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１　関係機関連携強化・社会参加支援事業【276千円】

・旭区ふれあいスポーツ大会を開催

（旭区ふれあいスポーツ協議会へ補助金交付）

精神障害者の所属する事業所や団体を対象としたスポーツ大会(６,10月)

・精神科嘱託医派遣

地域ケアプラザと連携して、地域に精神科嘱託医を派遣し、精神障害の

ある方の個別相談や支援者向けの事例検討会等に参加し、適切な助言

指導等を実施（年６回）

２　　普及啓発事業【1,488千円】

・旭区精神保健福祉セミナーを開催（２月）

精神障害当事者の体験発表と有識者による講演会の２部構成

主催：旭区役所、共に歩む市民の会

※オンライン開催用動画の撮影・編集などを実施

・地域精神保健福祉講座（年２回）

精神障害について地域の関係者や支援者向けの普及啓発を実施

・障害者施設健康増進出前講座（年５回）

障害者施設で、通所している障害者や施設職員を対象に、フットケア、

ヨガについてなど、健康増進のための講座を実施

・障害者施策の推進（健康福祉局）

各区で地域・区民を対象に「障害者に対する理解を深める」

研修・啓発を実施します。

・精神保健福祉対策事業（健康福祉局）

精神障害者向けの生活教室や個別相談等を実施します。

Ⅱ-19 高齢・障害支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,764 千円 2,326 千円 ▲562千円

障害者ネットワーク推進事業

　精神障害のある方が、地域で安心して暮らせるように、関係機関との連携強
化や社会参加支援への取組を行うとともに、地域に精神科嘱託医を派遣して、
個別相談や支援者への助言指導等を行います。また、障害に対する理解を深め
る普及啓発の取組として、セミナーや支援者向けの研修を行います。

実 施 内 容

関連する
主な区配

事業

事 業 達 成
指標・目標

・精神保健福祉セミナーの再生回数　　300件
・地域精神保健福祉講座　２回実施（計60人参加）
・障害者施設健康増進出前講座 ５施設で実施
・精神科嘱託医派遣　６回実施

事 業 概 要
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Ⅲ　魅力づくり

１　あさひの逸品事業（区政推進課、地域振興課）【938千円】

旭区への愛着を高めることを目的として、区内で販売・提供されている

飲食物の中から、旭区ならではのものを「あさひの逸品」として認定

・４年度は2022年ＮＨＫ大河ドラマに旭区ゆかりの武将、畠山重忠が

登場することを契機に、３年度に新たに認定した「あさひの逸品」

畠山重忠ブランドを中心としたキャンペーンを実施

２　旭区魅力・ライフスタイル等発信事業（区政推進課）【750千円】

　相鉄線の都心直通化やコロナ禍による郊外部への注目度の高まりを

　機に、主に子育て世代をターゲットに区の魅力を発信。

・４年度は、相鉄東急直通線の開業のタイミングに合わせ、

子育て世代向けのフリーペーパーにPR記事を掲載

・フリーペーパーやウェルカムガイドをより効果的

な配布先に配架

３　あさひ文化観光資源発信事業【3,104千円】

・旭区内の史跡・見所などを回るコースを掲載した「新・あさひ散歩」を

中心に標柱の整備等を実施

・旭区ゆかりの武将、畠山重忠公に関連した旭区の魅力を発信することで

ふるさと旭の醸成を図る。

(1)史跡・標柱

・標柱に設置したQRコード（元年度から設置）からより詳しい

史跡情報、区内見どころを発信できるようにホームページ等を充実

・新規標柱設置必要箇所の調査及び設置

既存標柱の経年劣化等による修繕必要箇所の調査及び修繕

・旭区グリーンロード案内板の管理等

グリーンロード（区内の豊かな自然を巡るおすすめの４コース）の

既存案内サインの経年劣化等による修繕必要箇所の調査及び修繕、

案内サイン台帳整備等

事 業 概 要

　「あさひの逸品」認定商品のＰＲ、文化・観光スポットの整備・発信を行う
とともに畠山重忠に関する地域資源を活用した事業を実施することで、若年層
の郷土愛の醸成と区内外へ旭区の魅力を発信します。
　また、相鉄・東急直通線の開業を見据え、主に子育て世代に向けた区の魅力
発信を実施し、定住人口の獲得を目指すとともに、地域のつながりづくりの取
組を支援します。

実 施 内 容

Ⅲ-１
区政推進課
地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

4,792 千円 2,566 千円 2,226 千円

あさひ魅力発見事業 拡充

ウェルカムガイド
「ASAHI Style」
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　(2)ウォーキング事業

・旭ガイドボランティアが作成したウォーキングマップの印刷と

　広報よこはまへの参加募集記事の掲載などウォーキングイベントの

　実施支援（毎月１回開催　※７・８月を除く年10回実施）

（旭ガイドボランティアの会：旭区民や旭区を訪れる人々に対して

　歴史や自然等のガイドを行う団体。）

　(3)「畠山重忠公」魅力発信事業

・二俣川駅に情報発信コーナーを設置し、情報パネルを展示

　併せて周遊マップを配架（７～９月頃の２ヵ月間を予定）

・３年度作成の周遊マップに追加認定した逸品の情報や

　その他情報を追加した改訂版マップを作成

・他自治体や企業等と協力してデジタルスタンプラリー等の

　ウェブコンテンツを活用した事業を実施

・区民利用施設での情報パネルや関係図書による情報発信コーナー設置

事 業 達 成
指標・目標

・あさひの逸品キャンペーンの実施
・広告の掲載
・プロモーションツールの活用
・ウォーキング事業を実施

Ⅲ-１
区政推進課
地域振興課

実 施 内 容

あさひ魅力発見事業 拡充

（情報発信コーナーの展示資料） （重忠や区内の魅力を紹介するマップ）

新
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１　Web広報事業【1,177千円】

・「広報よこはま あさひ区版」WEB版、旭区役所ツイッターで、市･区等の

行政情報を発信

・新しい生活様式により変化する区民生活を支える各事業について動画配信等

情報発信を強化

２　旭区区民生活・防災マップ発行事業【1,602千円】

・主に転入区民向けに旭区での新生活に活用してもらうため、「旭区区民

生活・防災マップ」を２年分28,000部作成（隔年発行）

▲256 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・タイムリーな情報をツイッターで発信（１日平均１投稿）
・区役所、二俣川駅行政サービスコーナー等で28,000部配布

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

実 施 内 容

Ⅲ-２ 区政推進課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

2,779 千円 3,035 千円

旭区広報事業
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１　まちづくりに関する検討　　【2,760千円】

【４年度の取組予定】

・引き続きワークショップ等を通じて、地域の方と「希望が丘のまちの

将来像と取組の構想」の作成

・地域まちづくりグループに登録した希望ヶ丘駅周辺のまちづくり検討会

の支援

【これまでの経緯】

・地域の魅力、課題について、地域の活動団体等へのヒアリング

・連合自治会を中心に、ワークショップ等を行い、まちの将来像を検討

・地権者を中心とした希望ヶ丘駅周辺のまちづくり検討会を支援し、

地域まちづくりグループ※に登録（３年11月）

※グループ登録することで地域の住民の方々にグループの活動が周知され、

まちづくりの専門家派遣や活動費の助成など支援を受けられる

・地域が主体となって検討を進める希望が丘のまちの将来像と取組の構想案

を作成
事 業 達 成
指標・目標

▲340 千円

事 業 概 要
　相鉄・JR直通線開業など、将来に向けたまちづくりの大きな動向を踏まえ、
希望ヶ丘駅周辺の課題を解決し、まちの魅力を高めるため、地域が主体となっ
て検討を進める将来像と取組（構想）の支援を行います。

実 施 内 容

区政推進課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

2,760 千円 3,100 千円

Ⅲ-３ 希望ヶ丘駅周辺のまちづくりに関する検討 

希望ヶ丘駅周辺のまちづくり検討会の活動対象地域図

希望ケ丘⼩学校
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１　広報事業【300千円】

事 業 達 成
指標・目標

(0) 千円

事 業 概 要 　旭区の商店街を区民や来街者に広く周知し、商店街振興を推進します。

実 施 内 容

関連する
主な区配

事業

・横浜市商店街活性化イベント助成事業（経済局）

横浜市内の商店街が実施する地域の賑わいを創出する
イベントを支援するため、一部費用を助成します。

商店街ＰＲ動画の視聴数2,000回以上

・商店街ＰＲ動画を区ホームページ等で配信

・区内の商店街の場所、特長、イベント情報の紹介と、「あさひの逸
品」の紹介をあわせた冊子を４年度も継続して配布（冊子改訂予定）
・３年度に新たに認定した「あさひの逸品」重忠ブランドを中心とし
たキャンペーンを実施（あさひ魅力発見事業）【再掲】

Ⅲ-４ 地域振興課 

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

300 千円 300 千円

商店街振興事業 

冊⼦「もぐもぐあさひの逸品わく
わく商店街」(平成30年度改訂版)

※「あさひの逸品」…とは旭区内

で販売・提供されている食べもの、

飲みものの中で、特においしいと

推薦のあったものや、旭区ならで

はの特徴のあるもの（「あさひく

ん」又は「畠山重忠」にちなんだ

飲食物）を認定したもの
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１　地産地消推進事業【90千円】

希望が丘地区センターで開催の様子 区役所開催の様子

２　地場野菜収穫体験事業【76千円】

・旭区の農業に触れ、農業を身近に感じる機会を提供するため、

年に２回（７月・12月）「旭ふれあい収穫祭」を実施。

協力：都岡恵の里

３　農業体験事業【360千円】

・

さつまいも掘りの様子

事 業 達 成
指標・目標

▲196 千円

事 業 概 要
　地場野菜の直売及び野菜収穫体験や農業体験を通じ、区内農業を広く周知す
るとともに地産地消を推進します。

実 施 内 容

・地場野菜直売イベントの開催
・参加者アンケートによる満足度80%以上

食育についてのミニ講座などを取入れ、「農」でつながるコミュニティ
形成や地産地消への関心を図ります。

・地産地消を推進するため、毎月第４木曜日に区役所で区民ボランティア
による旭区で採れた新鮮な野菜を販売する「あさひの朝市」を実施。

ＪＡ横浜の協力を得て、農業のプロから直接学ぶ農体験を実施。
（５～10月）

・６月・７月・１１月の第２木曜日に区民利用施設で出張朝市開催
（回数拡充）

・地産地消に関する普及・啓発の取組を行います。
（直売所マップの配布など）

Ⅲ-５ 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

526 千円 722 千円

旭区の「農」の魅力ＰＲ事業
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１　ホタルの舞う里づくり（区政推進課）【143千円】

・良好な自然環境の保全や多世代交流を実現するとともに、区民が旭区の

魅力を実感し、ふるさとに対して愛着や誇りを持つことを目指します。

・専門家の指導のもとホタルの飼育会、鑑賞会、幼虫の放流会等を実施

【４年度実施予定】

※本事業としての開始年度

２　ふるさとの川環境学習（区政推進課）【364千円】

学習会の開催や生き物の展示などを通して、帷子川への親しみを深めるこ

とで、身近な自然環境に関心を持つきっかけに繋がることを目指します。

・区内小学校（６校）を対象に、帷子川と環境をテーマとした学習会を

地域のNPOや企業と協働で実施。

・帷子川の生き物の水槽展示（区役所１階）

３　温暖化対策推進（区政推進課）【844千円】

・温暖化対策に寄与する暮らしに関心を持ってもらい、CO₂の排出抑制に

つなげるための啓発の実施

（１）緑のカーテン栽培用ゴーヤ苗の配布

　　区民の参加を促進するために、栽培手順を記載した資料と苗を配布

（２）緑のカーテン栽培資材の提供及び促進

・市立小・中学校、特別支援学校、民間保育園、幼稚園、認定

こども園

・区役所

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]における緑化推進事業

（環境創造局）

こどもを育む空間での緑の育成

公共施設・公有地での緑の育成

（３）「楽しくお家でエコ！実践講座」の講義動画を旭区HP上で配信

Ⅲ-６
水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業

（国際園芸博覧会へ向けた機運醸成）

関連する
主な区配

事業

事 業 概 要
水と緑に恵まれた旭区の特性を生かした取組や温暖化対策に貢献する暮らしを
推進して、「ふるさと旭」の魅力を高めます。また花いっぱい事業を通して魅
力あるきれいな街づくりを推進します。

実 施 内 容

旭北
旭北地区連合自治会、上白根町内
会、上白根小学校

ホタルの種類 飛翔の有無

若葉台 若葉台ほたるの会、星槎中高等学校 平成18年 ヘイケ 有

実施地区

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

4,706 千円 5,827 千円 ▲1,121 千円

対象

有ゲンジ令和２年

区政推進課
地域振興課

実施主体 ※開始時期
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４　横浜国際園芸博覧会へ向けた機運醸成(区政推進課)【50千円】

　（都市整備局の区配予算を活用し機運醸成の取組を実施。）

５　 花いっぱい事業（地域振興課）【3,305千円】

・自治会町内会等に、年２回花苗を配付（３月・９月に希望数調査実施）

・配付した花苗を活用し、意欲的に地域課題の解決に取り組んでいる自治会

　町内会等を表彰

・区役所・空閑地や公園等の緑化を推進（年２回植え替え）

有

自治会町内会等への花苗配布の様子 区役所花壇の手入れの様子

・街の美化運動事業【518千円】

・クリーンタウン横浜事業【1,510千円】

・横浜みどりアップ計画[2019-2023]における緑化推進事業

公共施設・公有地での緑の育成

Ⅲ-６
区政推進課
地域振興課

事 業 達 成
指標・目標

実 施 内 容

・ホタルの自生を目指す地区　２地区
・帷子川環境学習を実施　６校
・「楽しくお家でエコ！実践講座」の実施　６回
・緑のカーテン資材提供　民間保育園・幼稚園・認定こども園　35園
・横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会への補助金支出

関連事業

関連する主
な区配事業

（環境創造局）

 ・横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会の事務費補助

水・緑・花を暮らしに取り入れた旭区魅力アップ事業
（国際園芸博覧会へ向けた機運醸成）
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　Ⅳ　区役所の機能強化

１　ＣＳ向上事業【484千円】

(1)人権啓発研修

・人権啓発指導者研修（責任職対象）、職員人権啓発研修（職員対象）

・人権啓発講演会（区民及び職員対象）

(2)応対スキルアップ研修

・新採用職員、転入職員を主な対象とした基礎的な応対マナーの向上を

図る研修を実施

・職員の応対力向上のため、クレーム対応等の多様な研修を希望者を

対象に実施

２　ＥＳ向上事業【178千円】

・庁内の公募・推薦により集まった職員で構成する旭区改革推進委員会

が、複数のプロジェクトに分かれて事業を実施

・委員会の活動により、職員同士が課を越えて知識や親睦を深め、業務

の円滑化につなげるとともに、執務環境や業務効率の向上を目指す。

Ⅳ-1 総務課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

662 千円 700 千円

チーム旭で進める満足度向上事業

事 業 達 成
指標・目標

▲38 千円

事 業 概 要
正確・迅速・丁寧で親しみやすいサービスの提供に向け、職員研修を実施する
とともに、現場意見を生かした職場環境・事務改善の取組を実施し、お客様満
足度および職員満足度の向上を図ります。

実 施 内 容

・窓口サービス満足度調査の回答「満足」・「やや満足」が99％
・改革推進委員会が年度末に行う旭区全職員向けアンケートのうち、プラス評価が
80％以上
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一時託児サービス事業【963千円】

（１）開室時期

・毎日開室（各課窓口繁忙月）…４月、８月、11月、１月、３月

・乳幼児健診実施日のみ開室…その他の月

※新型コロナウイルス感染症の影響により、

２年度からは当面の間、乳幼児健診実施日のみの開室としている。

（２）開室時間

・午前開室日：８時45分～12時15分

・午後開室日：12時15分～15時45分

・１日開室日：８時45分～15時45分

※こども青少年局からの区配予算を加えて実施

事 業 概 要
　区役所に来庁する乳幼児を伴った区民が、安心して乳幼児健診や行政相談、各
種手続きが行えるよう、保育協力者による乳幼児一時預かりを、旭区役所庁舎内
の託児室「ぱおぱおるーむ」において実施します。

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・乳幼児を連れた来庁者が落ち着いて手続き・相談ができる環境作りによる市民
サービスの向上

（一時託児の様子） （一時託児で使用されるおもちゃ）

実 施 内 容

Ⅳ-２ 総務課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

963 千円 974 千円 ▲11 千円

一時託児サービス事業
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１　区民ニーズ迅速対応事業【7,743千円】

・来庁者の要望や旭区改革推進委員会からの提言などを受け、早急に取り組む

べき課題に関して迅速に対応

【実施内容】

区民ニーズに応える庁舎の修繕及び環境改善

２　ＩＣＴ環境整備事業【1,000千円】

・新型コロナウイルス感染症予防のために対面での実施が難しくなったセミ

ナー・イベント等の継続を目的として、ＩＣＴ環境を整備

【実施内容】

セミナー・イベント等のＷＥＢ会議形式での開催等に向けたハード面の整備

・区庁舎の施設・設備改修による来庁者や職員の満足度の向上
事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

　旭区総合庁舎は竣工してから約50年が経過し、施設の老朽化により、施設・設
備の利便性や快適性に課題が生じています。そこで、庁舎に関するお客様等の要
望を受け止め、庁舎環境の改善やお客様サービスの向上を図ります。また、新型
コロナウイルス感染症対策としてニーズの高まっているWEB会議等に対応してい
くため、ICT環境の整備を進めます。

事 業 概 要

実 施 内 容

Ⅳ-３ 総務課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

8,743 千円 9,960 千円 ▲1,217 千円

区民に身近で信頼される区役所事業
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Ⅴ　統合事務事業費

【課別内訳】 （単位：千円）

土木事務所 602 617 土木事務所運営に係る事務費

合　計 26,186 26,675

こども家庭支援課 1,442 1,463 こども家庭支援課事務費

生活支援課 12,420 12,130 生活支援課事務費

福祉保健課 1,300 1,308 民生委員・児童委員関係事務費　他

高齢・障害支援課 1,929 2,057 高齢・障害支援課事務費

861 973 地域振興課・区民利用施設事務費

戸籍課 3,367 3,288 戸籍課事務費

事 業 概 要 　区役所各課の運営に係る事務経費を取りまとめた事務費です。

実 施 内 容

課　名 R4予算(案) R3予算 主な執行内容

総務課 3,918 4,480 区役所運営に係る事務費　他

区政推進課 347 359 広聴事業等に係る事務費

地域振興課

Ⅴ-(1) 総務課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

26,186 千円 26,675 千円 ▲489 千円

統合事務費
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広報紙発行事業【9,143千円】

・広報よこはまあさひ区版を毎月発行。自治会・町内会、駅ＰＲボックス

等を通じて区民に配布

・広報よこはま発行事業（市民局）

広報よこはまの配布を依頼している自治会・町内会などへ

謝金を支払います。

相談事業【2,005千円】

・弁護士による法律相談を、毎週木曜日、毎月第２・４火曜日、

奇数月第３火曜日に実施

・上記のほか、司法書士、税理士、公証人、民事調停相談員、行政書士、

交通事故相談員、行政相談委員による専門相談を実施（予算執行なし）

【相談枠数】

※過去の実績に基づく見込数

事 業 達 成
指標・目標

法律相談等の専門相談を開催することで、多くの区民の不安解消、問題解決に
寄与

４年度
予定枠数

456 132 30 48 1394924

事 業 概 要 　区民の日常生活の様々な困りごとについての専門相談を開催します。

実 施 内 容

法律 司法書士 税務 公証
行政相談

※
交通事故

※
行政書士

※
民事調停
手続

増▲減

2,005 千円 2,057 千円 ▲52 千円

事 業 概 要
　区民に向けて、区、市等の各種事業を広報することにより、区政に対する理
解、協力を広げ、その円滑な推進を図ります。

実 施 内 容 関連する
主な区配
事業

事 業 達 成
指標・目標

・広報アンケートにて、「読みやすい」などの高評価を継続

Ⅴ-(2)
-２

広聴・相談事業 区政推進課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算

Ⅴ-(2)
-１

区政推進課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

9,143 千円 9,477 千円 ▲334 千円

広報よこはま　あさひ区版発行事業
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街の美化清掃【1,510千円】

・ポイ捨て禁止啓発

美化推進重点地区（鶴ヶ峰・二俣川駅周辺）において、清掃業者や

福祉団体等へ委託し、啓発及び簡易清掃を実施

１　地区活動助成金【616千円】

・旭区内で活動する消費生活推進員の地区活動（16地区）への支援

・各地区活動では、悪徳商法防止に関する啓発講座の開催や地域の見守り

活動への参加を実施

・環境に配慮した購買活動の推進及び情報誌の発行などの広報活動を実施

２　消費者大学開催費【119千円】

・消費生活推進員活動事業（経済局）

横浜市消費生活推進員地区代表の地区活動のまとめ役とし

ての活動費用を補助します。

事 業 達 成
指標・目標

▲8 千円

事 業 概 要
　区内に２か所ある美化推進重点地区において、委託による清掃を定期的実施
し、清潔できれいな街づくりを推進します。

実 施 内 容

・定期清掃の実施　196回

Ⅴ-(2)
-３

地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,510 千円 1,518 千円

クリーンタウン横浜事業

Ⅴ-(2)
-４

消費生活推進事業 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

735 千円 785 千円 ▲50 千円

事 業 達 成
指標・目標

・旭区内16地区で年２回以上の悪徳商法防止等講座を実施

事 業 概 要
　区民の安全で快適な消費生活を実現するために、消費生活推進員の地区活動
を支援します。また、講座の開催等を通じて、消費問題に関する知識向上に繋
げます。

実 施 内 容
・一般区民に向け、広く関心のあるテーマで啓発講座を年２回実施

（学識経験者や専門家などを講師に招き、区全体を対象とした講座）

関連する主
な区配事業
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・風水害等の災害発生時、避難指示などの情報を電話に発信することで、

メールやインターネット等の未利用者等に対する情報取得手段を強化

・受信者による災害対応状況のフィードバックによる避難行動の把握

（受信電話のプッシュボタンで返信）

・四半期に１回程度の配信訓練を実施し、受信・応答操作の習熟を図る。

Ⅴ-(2)
-５

総務課

令和４年度予算(案） 令和３年度予算 増▲減

緊急時情報システム運用事業

実 施 内 容

(0) 千円880 千円 880 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区連会等を通じて連長及び自治会町内会長等の登録を促進
・災害発生時等における円滑な情報受伝達の実施
・試験配信訓練の実施　４回

予 算 額

事 業 概 要
　台風や集中豪雨等による、がけ崩れや浸水の被害等が予想される場合などにお
いて、一斉に電話を発信できるシステムを運用し、情報受伝達手段の多様化を図
ります。
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スポーツ推進委員事業【2,278千円】

・旭区スポーツ推進委員連絡協議会に対し事業補助金を交付し、活動を支援

・旭区スポーツ推進委員が横浜市スポーツ事業（横浜マラソン、トライアス

ロン大会等）や区内スポーツ行事(旭区民スポーツ祭、旭区駅伝競走大会

等)への運営及び協力

・各地区での運動会実施等のスポーツ普及や、さわやかスポーツの普及推進

「新しい生活様式」を踏まえた事業展開や連絡協議会の運営を図ります。

・旭区青少年指導員連絡協議会に事業補助金を交付

・第28期青少年指導員の委嘱（任期２年）に伴う、ユニホーム支給

・旭区青少年指導員連絡協議会地区会長会議を実施

・青少年向けイベントを開催

・旭区こども写生大会(６月）

・旭区親子野外自然体験活動（11月）

・旭区学校音楽祭（12月）

・研修会、講習会を実施

・あさひ青指だよりを作成（年２回）

・社会環境健全化事業として、全市一斉統一行動パトロール活動、

全市統一行動キャンペーン活動、社会環境実態調査を実施

事 業 達 成
指標・目標

・青少年指導員事業　実施後アンケートによる満足度80％以上

Ⅴ-(2)
-７

青少年指導員事業 地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

5,239 千円 3,061 千円

Ⅴ-(2)
-６

地域振興課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

2,278 千円 4,705 千円 ▲2,427 千円

スポーツ推進委員支援費

スポーツ推進委員は、地区において、地域の人たちとの連帯と委員相互の協
力のもと、地域に根ざしたスポーツやレクリエーションの振興事業の企画・立
案・実施並びに普及活動など、地域の多様化に即した事業を展開しています。
また、各種スポーツ・レクリエーション団体その他関係団体の事業について協
力します。

2,178 千円

事 業 達 成
指標・目標

　青少年の健全育成に向けて、青少年指導員が中心となり、関係団体や地域と
連携して企画、運営し、地域に根ざした青少年健全育成活動を実施します。

青少年指導員事業【5,239千円】

事 業 概 要

事 業 概 要

実 施 内 容

実 施 内 容

・旭区民スポーツ祭参加者総数　10,500人

親子野外自然体験活動（11月）の様子
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学校・家庭・地域連携支援事業【1,830千円】

・学校・家庭・地域が連携して青少年の健全育成のために行う活動に対し

交付金を交付（対象:中学校区実行委員会12団体、１団体あたり14万円まで）

・各中学校区実行委員会や青少年団体等相互の情報交換を図るため、実践

交流会を実施

健康フェア【180千円】

・区内の保健・衛生・医療に関わる団体が連携し、健康づくりに関する

情報提供や相談活動を区民まつりに合わせて実施

（10月・区民まつり同日開催）

学校・家庭・地域連携事業

Ⅴ-(2)
-９

福祉保健課

実 施 内 容

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・区内すべての中学校区で学校・家庭・地域連携による青少年の健全育成の活動
を実施

・実践交流会（１回）開催

事 業 概 要

Ⅴ-(2)
-８

こども家庭支援課

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

1,830 千円 1,830 千円 (0) 千円

事 業 達 成
指 標 ・ 目 標

・健康フェア実行委員会による事業実施　健康フェア（１回）開催

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

180 千円 180 千円

　学校、家庭及び地域が連携し、それぞれが持つ教育機能を発揮することで、次
代を担う青少年が自立心をもち、人間性豊かに育つことを目的とします。

健康づくり月間事業

実 施 内 容

(0) 千円

事 業 概 要
旭区と区内の保健・衛生にかかわる団体が連携し、地域に根ざした自発的な健康
づくりを促進することにより、区民の健康づくりを支援します。
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Ⅵ　区庁舎・区民利用施設管理費

　旭区総合庁舎、二俣川行政サービスコーナー、旭区市民活動支援センター、

土木事務所、公会堂、地区センター等旭区内の区民利用施設における管理運営を

行います。

【施設内訳】 （単位：千円）

区庁舎・区民利用施設修繕費 8,681 9,945 区庁舎、土木事務所、各区民利用施設修繕費

合　計 671,910 674,080

503,929
地区センター、こどもログハウス、区民文
化センター、老人福祉センター、コミュニ
ティハウス、区スポーツセンター　他

広場・遊び場 2,070 2,070 子どもの遊び場、スポーツ広場の運営費

土木事務所管理運営費

公会堂 26,913 26,948 公会堂管理運営費

旭区市民活動支援センター「みなくる」運営費

▲2,170 千円

主な執行内容

区庁舎、公用車等運営管理費

行政サービスコーナー 11,072 11,122 二俣川駅行政サービスコーナー運営費

事 業 概 要

実 施 内 容

事業名 Ｒ4予算(案) Ｒ3予算

区庁舎等 100,902 101,784

市民活動センター 7,164 7,282

土木事務所 11,305 11,000

地区センター他 503,803

Ⅵ-１
総務課

地域振興課
土木事務所

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

671,910 千円 674,080 千円

区庁舎・区民利用施設管理費
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Ⅶ　区局連携事業

【３年度調査】

＜調査結果（概要）＞

≪事業コンセプト≫ ≪旭区の現状・ヒアリング結果≫

【４年度実施内容の方向性】

【事業スケジュール】

労働環境の整備による
現役世代の定住促進

子育て世代に向けた支援

・高齢者数18区中最多
・昼夜間人口比率が低い（18区中15位）

・待機児童ゼロ
・15歳未満人口（同６位）
・都市公園数が多い（同４位）

既存コワーキングスペースの特徴・傾向
・都市部：ビジネス利用が中心
・郊外部：ビジネス利用に加え、

地域住民が気軽に集える空間

地元に根付いた地域住民
の交流・活動の場

Ⅶ-１
区政推進課

（連携局：経済局）

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

5,000 千円 1,000 千円 4,000 千円

拡充郊外部における働く場の創出事業

事業達成
指標・目標

実証実験（１回）

事 業 概 要

　鉄道沿線から離れた住宅地に大規模な団地がある旭区において、郊外部の活
性化に向けたモデル事業として開発事業者等と連携し、団地内の空スペースを
活用した「働く場」を実験的に開設します。
　そして、設置後の利用実態や効果を多角的に分析・検証し、得られる成果を
今後の団地再生や郊外部へのビジネス機能の誘導等の施策に繋げていきます。

実 施 内 容

＜実施内容＞
　既存のコワーキングスペース等設置・運営事業者へのヒアリング等をも
とに、旭区に「働く場」を設置する場合のコンセプトや、施設の立地・設
備・運営について整理

３年度：事業化検討調査
４年度：実証実験
５年度：効果検証

　高齢者や子どもの人口が比較的多い現状を踏まえ、世代間交流を促し、
地域に根差した活動を生み出すような「働く場」の創出を目指して、団地
内の空スペースを活用した実証実験を行います。施設のコンセプトや設備
は３年度の調査も参考に団地の開発事業者と調整し、４年度下半期の実施
に向けて準備を進めていきます。
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・３年度に実施したサウンディング型市場調査の結果を踏まえ、

　地域に必要な施設内容と実現性を調査

・調査結果を踏まえた新たな事業スキームを検討し、本格活用の方針を決定

【参考】３年度実施内容

・旧若葉台西中学校跡地活用に関するサウンディング型市場調査（対話）

参加状況：14事業者（学校関係、建設関係、コンサルタント等）

対話実施日：４年１月７日～13日

対話内容： １　地域活性化に寄与する若葉台西中学校跡地の活用

２　地域開放等を継続できる活用方法

３　その他（上記以外）

対話結果概要の公表：４年２月中旬公表予定

事 業 概 要
　旧若葉台西中学校の本格活用に向けて、民間活用を軸とした活用案に関する
調査を実施したうえで、地域の合意形成を図ります。

実 施 内 容

事業達成
指標・目標

・地域に必要な施設内容の整理
・実現性も踏まえた地域ニーズの明確化

Ⅶ-２ 旧若葉台西中学校の本格活用検討事業 新規
区政推進課

（連携局：財政局）

予 算 額
令和４年度予算（案） 令和３年度予算 増▲減

4,000 千円 0 千円 4,000 千円
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Ⅷ　旭区で企画する主な区配事業

地域活動の担い手不足に対応するため、地域活動を始めるきっかけづくりやつながりづ
くりの機会となる講座を実施し、新たな担い手の掘り起こしを目指します。
・対象：地域活動に関心のある方
・実施方法：先行事例の見学やグループワークを中心とした連続講座

（３）あさひみらい塾事業(区政推進課)【402千円】

Ⅷ-１　元気な地域づくり推進事業（市民局）

【令和４年度予算（案）：1,550千円　令和３年度予算：2,046千円　増▲減：▲ 496千円】

（１）きらっとあさひ地域支援事業（区政推進課、福祉保健課、高齢・障害支援課）【900千円】

（２）旭区元気な地域づくり推進事業（区政推進課）【248千円】

●地区担当制
・責任職がそれぞれ地区を担当し、協働による地域づくりを目指します。
・４月に全責任職及び転入職員に向けて研修を実施。地区担当連絡会を毎月開催。
●タウンミーティング
・地域課題について、地域と行政がともに考え、協働するため、平成17年度から継続して

実施。（３年度は、４地区で開催）
・４年度も、会場の規模に応じて参加人数を調整するなど、新型コロナウイルス感染症

対策を踏まえたうえで実施します。

・地域福祉の推進、高齢者の居場所づくりなど地域課題の解決に取り組む様々な
活動団体による新たな取組を支援するため、活動に必要な経費を補助します。

・対象：① ５人以上の旭区民を含む構成員で構成された団体が
新たに区内における地域課題解決に取り組む事業
→補助率10分の７を上限に補助金を交付

② ①かつ自治会町内会を含む２つ以上の団体が連携、協働して取り組む事業
→補助率10分の９を上限に補助金を交付

・補助金上限額：１年目 30万円、２年目 20万円、３年目 10万円
※３年度以降、新規募集は行わず、継続団体のみに交付

・交付団体間の交流や地域活動を行う団体以外の方への情報発信を狙いとして、交付団体
の活動をホームページにて紹介します。
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～サンサンと あさひ輝く 明るい未来～

旭区ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

あさひくん



財政局 ○

市民局 －

文化観光局 －

旭 2 連続立体交差事業及び鶴ヶ峰駅北口周辺まちづく
りと連携した旭区総合庁舎等再編整備の推進

１　1960年代～1980年代にかけて整備した９区庁舎の建替えに関
する方針検討
２　鶴ヶ峰駅北口周辺のまちづくりに合わせた旭区総合庁舎等再
編整備に係る検討費

市民局 ○

旭 3 旭区内のコミュニティハウスの整備促進

１　未整備地区における地元ニーズを踏まえた設置場所の選定・
整備手法の決定に必要な検討
２　万騎が原地域のコミュニティハウス整備に必要な基本設計費、
解体設計費の計上

市民局 ○

旭 4 帷子川緑道の整備
　帷子川緑道の全区間の早期整備を行うための予算措置
１　下水道の設計費・整備費
２　公園部の設計費・整備費

環境創造局 ○

旭 5 横浜環状鉄道の早期延伸

１　横浜環状鉄道について事業性をさらに高めるための検討の継
続
２　既存路線のグリーンラインの隣接する区間である中山～二俣川
経由～東戸塚間の先行整備に向けた取組

都市整備局 ○

道路局 ○

都市整備局 ○

旭 7 横浜動物の森公園中央道路延伸

　横浜動物の森公園の中央道路の早期開通及び交通渋滞の解消
１　中央道路の具体的な整備計画の提示及び早期開通できるよう
調査設計費の計上
２　中央道路延伸を進める上での三保街道の安全性確保等の検討

環境創造局 ○

旭 8 旭区民文化センターの大規模改修
１　大規模改修工事による文化施設に相応しい華やかさの再生
２　動画撮影・配信を可能とする設備の整備

文化観光局 －

旭 9 旧青少年の家の解体撤去

　建物等の解体・撤去
【旭区】
　旧鶴ケ峰青少年の家（現鶴ケ峰地区町内会連合会館）
【金沢区】
　旧青少年の家（現六浦地区連合会館）

市民局 ○

旭 10 精神通院医療・手帳事務処理センター利用者増の
推進

１　市民が郵送申請する際の負担を減らすための手続の簡素化
や、リーフレットの簡潔化
２　郵送申請数がより増えるような医療機関等への広報等の強化
３　郵送申請が増えた際の同センターの体制強化

健康福祉局 ○

旭 11 狭あい道路拡幅整備事業の推進
　狭あい道路拡幅整備事業の予算確保及び、地域からの要望、相
談などに対する積極的な取組、路線型整備の計画などの実施

建築局 ○

旭 12 白根通り拡幅事業の早期完成 　工事費及び用地費の予算確保 道路局 ○

旭 13 帷子川河川改修事業の推進

１　治水安全度向上の根幹である河川改修事業の早期完成
２　上瀬谷地区へのアクセス道路となる国道１６号線の浸水解消と
安全確保
３　長期に渡る河川改修事業の早期治水効果発現が可能な排水
施設の整備

道路局 ○

旭 14 公園緑地の安全・安心向上に向けた維持管理の充
実

　安全・安心な公園緑地を提供するためには計画的に維持管理が
できる事業費確保や中長期的な視点での持続的な管理を行うため
の整備手法、維持管理基準等の検討

環境創造局 ○

旭 6 都市計画道路の整備促進

１　未着手路線・区間の早期着手に向けた検討調査
２　保土ケ谷二俣川線着手時期未定路線（横浜厚木線までの間）
について鶴ヶ峰駅連続立体交差事業にあわせた早期事業化に向
けた検討
３　鴨居上飯田線、保土ケ谷二俣川線の早期完了
４　旧上瀬谷通信施設の跡地利用を考慮した広域的な道路ネット
ワークの形成等の検討

旭 1 旧若葉台西中学校の本格活用
　本格活用について、事業スキームを明確化するための調査や検
討を実施

令和４年度予算編成に向けた 「区提案反映制度」 項目・対応状況一覧

提案区
番
号

項　目 提 案 内 容 の 概 要 所管局
対応

※一部対応
含む

01142098
テキストボックス
 資料２



 
平成 29年度から令和３年度 

 

横浜市内の大規模団地において、ハードの老朽化だけでなく人口減少や少子高齢化に伴う

課題が顕在化する中で、旭区では、その対応に先行着手するため、平成 29年度からモデル事

業を実施しました。団地再生の取組を「地域と企業、行政等が連携するまちづくり」と位置付け、

まちの将来像と取組の方向性をまとめた「横浜市旭区大規模団地再生ビジョン」（以下、「ビジ

ョン」）を策定し、関係者と共有しながら連携を強化してきました。 

 
１ モデル事業の振り返りについて 

課題やまちの将来像を踏まえたソフト再生ビジョンの具体化に着手し、地域だけでは対応

が難しい子どもをテーマとした未来志向の取組や交通アクセスの改善によるまちの価値の

向上に向けた検討など、子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと」づくり

を推進しました。   
■共通する長期的なビジョン 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
■団地ごとの特徴的な取組 

若葉台団地 

●公民連携の総合窓口 SDGｓ若葉台フロントにより、新たな企業が参画するパートナーシップのハ
ブを担い、地域と企業、行政等が協働するまちづくりを推進しています。 

【核となるパートナー】 
横浜若葉台みらいづくりプラン推進会議、
神奈川県住宅供給公社、若葉台まちづく
りセンター、ヨコハマSDGｓデザインセンター 

【R３主な取組】 
・ オンデマンドバス、トヨタの歩行領域 EV、京セラの IoT宅配ボックス
などの実証実験の実施 

・ 共創フロントを活用した子育て世帯の流入促進（買取再販事業） 

左近山団地 
 

●大学生による地域支援活動を中心に、子どもの参加、アートやソーシャルメディアの活用など新た
なテーマにチャレンジし、多世代にとってのまちの魅力向上にチャレンジしています。 

【核となるパートナー】 
ＮＰＯ法人オール左近
山、UR 都市機構、横
浜国立大学、左近山ア
トリエ 131110 

【R３主な取組】 
・ 入居する大学生による NPO法人へのインターンシップにより事業を持続化するための
仕組みを検討 

・ 大学の実習により入居しない学生も取組に参加（高齢者向けの茶話会など地域の課
題解決に向けた学生企画の取組を検討） 

・ 学生が提案したチャレンジに地域が協力することで災害時用ピザ窯を設置 

ひかりが丘 
団地 
・ 

西ひかりが丘
団地 

 

●交通移動の改善による地域の魅力向上や高齢者の在宅生活を支える事業など、地域や施設、
事業者それぞれの取組が展開しています。 

 
【中山駅への交通移動の改善検討】R元年５月地域まちづくりグループ登録、住民アンケート実施 
【高齢者支援事業】ひかりが丘団地 ：高齢者用市営住宅等生活援助員派遣事業 

（ひかりが丘地域ケアプラザ） 
西ひかりが丘団地：生活支援アドバイザーの配置（ＵＲ都市機構） 

【参考】UR都市機構の地域医療福祉拠点事業：生活支援アドバイザーの配置や地域交流 
イベントの開催、ＥＶやバス停のベンチの整備、地域福祉保健計画推進会議への参加 

  

 

コ
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続 

地
域
の
拠
点
性
の
維
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●ソフト再生ビジョンの具体化 
〇子育て世代をはじめ多くの方々に選ばれ続ける「ふるさと」づくり 
・ 子どもをテーマとした未来志向の取組の実践 
・ 交通アクセスの改善など、まちの価値の向上に向けた検討 

・ SDGｓの視点を導入し様々なパートナーシップで複合課題にチャレンジ 
〇生活を支える地域活動の維持 
〇活動の体制づくり・連携促進 

まちの 
将来像 

 

●所有者による大規模 
改修・減築・建替え 
住民の合意形成、 
事業計画の検討と実施 

●地域主体のハード 
再生ビジョンづくり 
ゾーニングやまちの機能 
配置等方向性の検討 

●公有地を有効活用した 
ハード再生の試行・実践 
地域活動の拠点等新たな機能 
誘導の検討 
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課題 
 

横浜市旭区大規模団地再生モデル事業 5年間の振り返りについて 



２ 今後について 
モデル事業を通じて SDGｓの視点を導入した様々なパートナーシップによる地域主体の

取組が生まれていますので、引き続き地域を支援していきます。また、ハード再生の試行

的な取組となる学校跡地の本格活用にむけて、地域活動の拠点など団地再生に必要な機能

を地域と協働して明確化してきたので、実現に向けて引き続き取組を進めていきます。 
 

■学校跡地の本格活用に向けた今後の検討 

若
葉
台
団
地 

旧若葉台西中学校（平成 19年４月に閉校） 
令和４年度に民間活用を軸とした本格活用案を調査したうえで

地域ニーズとのコーディネートを実施します。 
また、関係部署と連携し本格活用の方向性について明確化を目

指します（区提案反映制度や区局連携促進事業を活用）。 
 

■地域の対応状況 
・ 今年１月にサウンディング型市場調査を実施（学校関係、建設関係、 
コンサルタント等 14事業者が参加）し、今後内容を共有。 
・若葉台地区小中学校跡地活用検討・調整委員会について、年度末まで
に９年ぶりの再開（予定） 

■地域の要望 
・ 本格活用の早期実現（文化・スポーツ・福祉） 
・ 市による土地と施設の所有の継続 
・ これまでの地域活動を評価したうえで現在の活動の維持 

左
近
山
団
地 

左近山小高小学校（平成 25年４月に閉校） 
令和２年度に活用の方向性について、校舎を解体のうえ敷地を

２分割し、特別養護老人ホームなどの高齢者施設、住宅地開発
等を検討することとしました。今後、左近山団地で課題となっている
４、5 階に居住する高齢者の住み替えなど、地域の課題解決に資
するような事業者からの提案の誘導を目指します。 
 
■地域の対応状況 
・ 左近山地区小学校跡地検討協議会について、令和２年 7月に４年ぶ
りに第 6回会議を開催し活用の方向性について合意形成を実施。年度
末までに第 8回を開催し地域ニーズの更なる具体化を目指す。 

■旭区が想定している施設構成 
・ 戸建て住宅、一般賃貸住宅、高齢者施設等 
・ 地域交流施設、生活支援施設等 
 

ひ
か
り
が
丘
・
西
ひ
か
り
が
丘
団
地 

旧ひかりが丘小学校（平成 2３年４月に閉校）、上白根中学校（令和５年４月に閉校予定） 

旧ひかりが丘小学校については、地域ニーズを踏まえた公募を検
討しています。上白根中学校が令和５年４月に閉校することが決
まったので、地域の意見を聞きながら、財政局などと連携し両校の
後利用の方向性を検討していきます。 

 
■地域の対応状況 
・ 旧ひかりが丘小学校後利用調整会議について、平成 30年２月に５年
ぶりに開催。これまで再開後の４回目を実施したうえで、令和２年度末に
住民説明会を開催 

■旧ひかりが丘小学校の公募に向けて、旭区が地域と整理したニーズ 
・ 教育施設 
・ コミュニティハウスの併設 
・ 施設の地域開放及び低廉な施設利用料 
・ 地域防災への参加 
・ 地域活動への参加などの地域貢献 
（上白根地区支えあい連絡会への参加など） 

ひかりが丘小学校校舎３階から北にグラウンドを見る 

ひかりが丘小学校 
所 在 上白根町 1306番地の 14 
用途地域 市街化調整区域 
敷地面積 11，840㎡ 

既存建物 鉄筋コンクリート造４階建て 
6494㎡（1976年建築） 

 

所 在 小高町 55-2 

用途地域 第一種低層住居専用地域 

敷地面積 12，164㎡ 

既存建物 除却予定 

 

所 在 若葉台４丁目 34-1 

用途地域 第一種中高層住居専用地域 

敷地面積 26，833㎡ 

既存建物 RC造３階建て 
6199㎡（1984年建築） 

 
 

 

校舎の東側外観 

校舎の南側外観 
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鶴ヶ峰駅付近（⻄⾕駅〜⼆俣川駅間）では交通渋滞の解消、歩⾏者の安全性の向上、災害
時における緊急活動の迅速化、鉄道に分断された地域の⼀体化等を⽬指し、10箇所の踏切に
ついて、鉄道を地下化する連続⽴体交差化により除却する検討を平成28年度から進めてきま
した。
このたび、「相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅付近）連続⽴体交差事業」は、令和３年11⽉12⽇に

開催された第160回横浜市都市計画審議会を経て、１⽉25⽇に都市計画決定されました。
都市計画決定を受け、今後は関係機関との調整及び調査等を⾏い、早期着⼯を⽬指します。

都市計画決定しました！

～相模鉄道本線の鶴ヶ峰駅付近で連続立体交差事業を進めます ～

令和４年２月

【第４号】

【発行】横浜市道路局

横浜市 道路局 建設部 建設課（鉄道交差調整担当） HP:
TEL：045-671-2792 ／ FAX：045-651-6527 ／ E-mail：do-tetsudou@city.yokohama.jp

今後の進め方

お問い合わせ
鶴ヶ峰連立 検索

令和５年度の着手を目指し、平成30年度から都市計画、環境影響評価等の手続
や国との協議を５年を目途に進めてきました。
手続など順調に進んでいることから、約１年前倒しして、令和４年度下半期に
工事着手します。

これまでにお寄せいただいた主なお問い合わせ内容

【事業の進め⽅について】
Q：今後、住民への説明は実施するのか？
A：事業認可取得時や工事着手時などのタイミングで近隣の皆様へ説明します。

Q：自分の家が都市計画線内に入っているが、今後どうなるのか？
A：都市計画線の位置を現地に示すため、まずは、敷地内を測量させていただきます。
測量の実施にあたっては個別にご説明させていただきます。
測量の結果、事業に必要な土地については、お譲りいただくことになりますので、
ご理解・ご協力をお願いします。詳しくは、個別にご説明させていただきます。

Q：事業のことを詳しく知りたいがどうすればよいか？
A：下記の連絡先へお問い合わせいただければご説明します。

【計画に関すること】
Q：地下にできる新しい鶴ヶ峰駅は、今の駅の場所から変わるのか？
A：現在の駅の地下に新駅を構築すると利用者の方々への影響が大きくなるため、横
浜市が保有している今の駅の北側にある用地（鶴ヶ峰駅前第４駐輪場付近）を活
用し、駅を整備します。

Q：鶴ヶ峰駅前第４駐輪場はどうなるのか？
A：駐輪場は事業区域に含まれているため、令和５年度から使用できなくなる予定
です。そのため、令和４年度内に周辺に代替駐輪場を整備します。

【関連事業】
Q：まちづくりの状況はどうなっているのか？
A：平成31年３月に「まちづくり構想」が策定されています。連続立体交差事業と
まちづくりが、一体的に進められるよう、連携を図っていきます。

事業概要

【事 業 名】相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅付近）

連続立体交差事業

【区 間】西谷駅～二俣川駅間

【延 長】約2.8km

【構 造 形 式】地下方式

【踏切除却数】10箇所

（うち開かずの踏切※９箇所）

【事 業 主 体】横浜市

※開かずの踏切…ピーク時１時間あたり
40分以上遮断している踏切

主な整備効果

鶴ヶ峰駅周辺地区の状況

交通の円滑化

・踏切の除却により交通渋滞が解消されます。

安全性の向上

・道路と鉄道の安全性の向上や緊急時の活動等の迅速化が図られます。

地域の発展

・鉄道で分断されていた地域の一体化が図られ地域の発展に大きく寄与します。

調
査
・
設
計

国
と
の

比
較
設
計
協
議

都
市
計
画
・

環
境
影
響
評
価

等
の
手
続

国
と
の

詳
細
設
計
協
議

事
業
認
可

着工準備期間

H２８～
H２９

H３０．３ R１．７

国
の
着
工
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備
採
択

着
工

完
成

R15年度
（予定）

R４年度下半期R３年度 R４年度上半期

現時点
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※１ 都市計画運用指針(平成30年11月 国土交通省)等に定めるところにより、都市計画決定区域の延長と事業実施区域の延長は異なります。

都市計画の内容




